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中
国
の
歴
代
の
史
書
は
、
近
隣
諸
外
国
の
法
を
述
べ
、
そ
の
な
か
で
、
盗
品

の
場
合
、
盗
品
の
幾
倍
か
を
本
来
の
所
有
者
に
支
払
わ
せ
る
賠
償
制
が
少
な
か

ら
ず
存
在
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
賠
償
を
正
刑
と
し

て
の
財
産
刑
と
解
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
付
加
刑
と
し
て
の
財
産
刑
と
見
倣
す

の
か
、
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
お
お
ざ
っ

ぱ
に
い
、
フ
と
、
盗
犯
に
お
い
て
は
、
盗
品
を
二
倍
な
い
し
一
○
余
倍
と
い
う
よ
う

に
、
な
ん
倍
か
に
し
て
返
還
せ
し
め
る
と
い
う
点
で
は
ほ
ぼ
共
通
性
を
有
し
て

（
１
）

お
り
、
そ
の
賠
償
は
、
単
な
る
原
状
回
復
や
損
害
補
填
以
上
の
意
味
を
持
ち
、
概

（
２
）

し
て
損
害
補
填
と
制
裁
の
両
意
を
含
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
中
国
に
お
い
て

も
、
盗
犯
に
対
し
て
は
、
実
刑
を
科
し
、
被
害
者
に
盗
品
を
返
還
さ
せ
る
と
と

も
に
、
倍
鰄
と
称
し
て
、
盗
品
の
同
額
を
徴
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
仁
井
田
陞
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
倍
鰄
に
よ
っ
て
犯
人
は
実
刑

を
ま
ぬ
が
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
、
倍
鰄
は
被
害
者
に
給
せ
ら
れ
た
の
で

も
な
く
、
唐
令
に
よ
る
と
、
犯
人
を
訴
え
、
ま
た
、
こ
れ
を
捕
え
た
者
の
賞
与

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

は
じ
め
に

国
朝
刑
律
の
賠
償
金

ｌ
財
産
の
侵
害
に
対
す
る
賠
償
金
Ｉ

に
な
っ
た
だ
け
だ
と
い
う
。
中
国
で
は
、
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
政
治
的
権
威

が
確
立
し
、
盗
犯
に
対
し
て
も
、
国
家
な
い
し
社
会
の
立
場
か
ら
加
害
者
を
吟

味
し
、
制
裁
を
加
え
る
よ
、
フ
に
な
っ
て
お
り
、
被
害
者
の
立
場
に
重
点
を
置
く

賠
償
制
度
は
、
中
国
の
国
家
制
定
法
、
と
く
に
律
で
は
さ
し
て
重
要
な
位
置
を

〈
３
）

占
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
、
フ
で
あ
る
・

こ
れ
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
朝
刑
律
は
、
一
○
○
○
年
に
わ
た
る
中
国
支

配
と
自
立
後
の
対
中
国
緊
張
関
係
の
な
か
で
、
中
国
実
刑
主
義
の
強
烈
な
洗
礼

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賠
償
制
の
原
理
を
充
分
に
内
蔵
し
て
い
た
。
こ

の
法
典
の
賠
償
は
、
唐
律
の
そ
れ
を
継
受
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
原
状
回

復
や
損
害
補
填
以
上
の
意
味
を
も
含
め
て
い
た
と
思
う
。

こ
の
研
究
で
は
、
国
朝
刑
律
の
賠
償
制
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、

盗
犯
を
中
心
と
し
た
財
産
侵
犯
へ
の
賠
償
の
基
礎
的
諸
問
題
を
考
察
す
る
。
財

産
に
対
す
る
不
法
侵
害
、
と
り
わ
け
盗
犯
に
対
す
る
定
率
的
賠
償
は
、
生
命
や

身
体
侵
害
以
外
の
各
種
賠
償
金
算
定
の
基
準
的
位
置
を
占
め
、
こ
の
問
題
を
抜

き
に
し
て
国
朝
刑
律
の
賠
償
制
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
朝
刑
律
を
読

解
す
る
た
め
に
も
、
財
産
の
不
法
侵
害
に
対
す
る
賠
償
金
問
題
を
考
察
す
る
こ

と
は
必
要
な
基
礎
的
作
業
で
あ
ろ
う
。

片
倉
穰一
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中
国
法
、
た
と
え
ば
唐
律
で
は
、
不
当
不
法
の
手
段
に
よ
り
利
得
を
手
中
に

収
め
た
よ
、
フ
な
犯
罪
を
鰄
罪
と
し
て
処
罰
し
た
。
鰄
罪
の
鰄
と
は
、
一
般
に
犯

罪
行
為
ま
た
は
不
当
利
得
に
よ
り
他
人
の
財
産
を
取
得
す
る
行
為
、
あ
る
い
は
、

獲
得
し
た
財
物
自
体
を
指
す
名
称
で
あ
っ
た
。
滋
賀
秀
三
氏
の
明
快
な
解
説
に

よ
る
と
、
「
鰄
と
は
、
財
物
の
奪
取
ま
た
は
授
受
が
犯
罪
を
構
成
す
る
と
き
に
、

奪
取
ま
た
は
授
受
の
對
象
と
な
っ
た
財
物
を
指
椿
す
る
言
葉
で
あ
り
、
わ
れ
わ

（
４
）

れ
の
言
う
鰄
物
が
盗
鰄
だ
け
を
指
す
の
に
比
べ
て
遙
か
に
意
味
が
廣
い
・
」
鰄

は
、
強
盗
の
鰄
、
窃
盗
の
鰄
、
狂
法
の
鰄
（
杠
法
と
は
、
収
賄
し
て
法
を
柱
げ

る
こ
と
）
、
不
杠
法
の
鰄
（
不
杠
法
と
は
、
賄
賂
を
収
取
す
る
が
法
を
柱
げ
な

い
こ
と
）
、
受
所
監
臨
の
鰄
（
統
轄
内
の
下
僚
や
人
民
か
ら
の
官
物
の
横
領
物
）
、

坐
鰄
（
柱
法
、
不
杠
法
、
受
所
監
臨
以
外
の
不
法
に
収
受
し
た
財
物
）
の
六
種

の
鰄
に
大
別
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
六
鰄
と
総
称
さ
れ
た
。
六
鰄
は
、
正
鰄
と
も
い

い
、
特
定
の
場
合
（
死
刑
・
流
刑
）
を
除
き
、
被
害
者
に
返
還
す
べ
き
も
の
と

さ
れ
た
。
と
く
に
盗
犯
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
倍
鰄
と
い
っ
て
盗
品
と

同
額
の
価
値
を
別
に
徴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
「
盗
者
倍
備
」
）
。
唐
律
疏
議

で
は
、
さ
ら
に
、
人
畜
車
船
な
ど
の
不
法
の
役
使
や
私
用
に
対
し
て
も
、
そ
の

労
賃
と
か
使
用
料
を
鰄
と
評
価
し
、
財
物
の
不
法
な
破
損
と
消
粍
に
対
し
て
も
、

鰄
罪
を
準
用
す
る
な
ど
、
鰄
罪
の
適
用
と
準
用
範
囲
は
か
な
り
広
か
っ
た
。

国
朝
刑
律
は
、
こ
れ
ら
鰄
冨
岳
・
正
鰄
の
寓
目
冨
信
・
倍
鰄
ｇ
二
四
長
な
ど

の
法
制
用
語
を
継
受
し
、
鰄
罪
を
六
種
に
大
別
す
る
方
式
を
基
本
的
に
踏
襲
し

た
が
、
そ
の
内
実
に
至
っ
て
は
、
算
定
基
準
や
公
私
の
別
の
導
入
な
ど
に
独
自

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

一
倍
鰄
律
の
検
討

の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

さ
て
、
他
人
の
財
産
を
不
法
に
入
手
し
た
罪
に
適
用
さ
れ
る
倍
鰄
規
定
は
、

次
の
名
例
章
に
収
め
ら
れ
た
律
文
で
あ
る
。

諸
倍
鰄
分
、
有
二
等
、
倍
試
分
雌
官
倍
壹
分
轆
癖
甚
者
倍
五
分
九
分
、
率
雌
舗

並
正
鰄
入
官
若
還
主
、
読
館
剛
轆
確
訓
愼
誕
Ｉ
雛
率
其
遠
王
倍
分
、
分
爲
拾
分
、

還
主
捌
分
、
官
司
気
分
、
其
気
分
、
再
分
爲
拾
分
、
刑
官
陸
分
へ
獄
官
参

〈
５
）

分
、
橡
胄
壹
分
（
二
八
条
）

こ
の
倍
鰄
律
の
な
か
の
用
語
を
一
見
す
れ
ば
、
唐
律
の
影
響
を
容
易
に
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
律
文
は
独
自
の
書
式
と
内
容
を

兼
備
し
た
注
目
す
べ
き
基
本
規
定
で
あ
る
。
本
規
定
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
倍

鰄
は
二
種
類
に
大
別
さ
れ
、
官
鰄
邑
目
冨
己
函
（
公
的
財
産
の
不
法
取
得
）
は

二
分
国
昼
ｇ
四
国
を
賠
償
さ
せ
、
雑
犯
の
鰄
屈
ロ
ロ
息
昌
冨
晨
（
私
的
財
産
の

不
法
取
得
）
は
一
分
弓
聾
吾
蟹
を
賠
償
せ
し
め
る
。
故
意
犯
ａ
一
己
冨
日

と
再
犯
函
一
己
厨
日
の
場
合
は
、
五
分
ご
彊
吾
醒
邑
》
九
分
呂
雪
巨
吾
蟹
と
い
う

よ
、
フ
に
賠
償
額
を
加
増
す
る
。
そ
し
て
、
犯
罪
に
よ
り
不
法
に
獲
得
し
た
財
物

自
体
、
つ
ま
り
正
鰄
は
、
そ
れ
が
官
物
な
ら
官
司
に
、
私
物
な
ら
本
来
の
所
有

者
に
返
還
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
雑
犯
の
鰄
で
も
、
原
告
と
被
告
の
両
当
事
者
が

と
も
に
罪
に
問
わ
れ
る
よ
う
な
性
質
の
鰄
（
「
彼
此
倶
坐
」
《
ず
萬
冨
｝
ｓ
三
○
四
雪
》
）

や
本
来
の
所
有
者
が
存
在
し
な
い
鰄
は
官
に
収
め
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
正
鰄

以
外
に
、
財
産
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る
倍
返
し
分
（
「
倍
分
」
震
ｇ
ご
霊
邑
》
ゞ
）
の

具
体
的
配
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
分
を
ま
ず
一
○
等
分
し
、
そ
の
う
ち
、
一

○
分
の
八
を
本
来
の
所
有
者
に
、
一
○
分
の
二
を
官
司
巨
目
三
に
与
え
る
。

官
司
に
配
分
さ
れ
る
一
○
分
の
二
の
部
分
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
一
○
等
分
し
、

刑
官
言
弓
邑
目
（
法
を
裁
く
官
。
裁
判
官
に
相
当
す
る
官
）
に
一
○
分
の
六
、

一
一
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獄
官
ご
鱈
。
皀
目
に
一
○
分
の
三
、
橡
晉
号
忌
ご
言
》
（
獄
を
掌
る
小
役
人
・

青
吏
）
に
一
○
分
の
一
、
を
そ
れ
ぞ
れ
配
分
す
る
と
い
、
フ
。

こ
の
倍
鰄
律
は
、
財
産
に
対
す
る
不
法
侵
害
行
為
を
禁
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
官
私
の
財
産
秩
序
の
維
持
と
保
護
を
意
図
し
た
法
と
い
え
る
が
、
そ
の
規

定
内
容
を
少
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
は
、
鰄
罪
に
関
す
る
賠
償
額
の
算
定
方
法
と
し
て
定
率
賠
償
制

の
原
則
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則
の
採
用
は
、
鰄
物
の
賠
償
と
い

う
事
柄
の
性
質
上
、
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
生
命
、
身
体
な
ら

び
に
名
誉
な
ど
に
対
す
る
定
額
的
賠
償
制
の
原
理
と
は
際
立
っ
た
対
照
を
示
し

て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
た
い
。
第
二
は
、
鰄
物
の
官
私
の
別
に
よ
り
、
賠

償
金
算
定
の
比
率
に
差
等
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
刑
罰

は
国
家
的
制
裁
と
し
て
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
的
秩
序
の
維
持
を
な

に
よ
り
も
ま
ず
重
視
す
る
故
、
国
家
に
対
す
る
犯
罪
を
私
人
間
の
犯
罪
よ
り
も

重
大
視
し
、
そ
の
量
刑
を
加
重
し
た
。
こ
の
認
識
が
、
倍
鰄
律
に
お
い
て
は
官

私
の
別
を
裁
然
と
打
ち
出
す
形
で
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
故
意
犯
と

再
犯
の
場
合
に
賠
償
額
算
定
の
比
率
を
著
し
く
高
め
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

鰄
罪
の
賠
償
に
つ
い
て
も
、
実
刑
と
同
様
、
故
意
犯
や
再
犯
と
い
う
、
犯
罪
を

構
成
す
る
特
定
の
要
件
に
よ
っ
て
賠
償
額
を
加
算
し
た
の
で
あ
る
。
第
四
は
、

本
来
の
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
倍
返
し
分
の
配
分
方
法
を
明
記
し
た
こ
と

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
配
分
先
と
配
分
率
は
、
所
有
主
一
○
分
の
八
、

官
司
一
○
分
の
二
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
国
朝
刑
律
の
倍
鰄
が
被
害
者
の

単
な
る
原
状
回
復
や
損
害
補
填
以
上
の
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
ま

た
、
こ
の
鰄
罪
に
関
与
し
た
裁
判
官
か
ら
下
役
人
に
至
る
各
段
階
の
諸
官
吏
に

「
倍
分
」
の
一
部
を
支
給
す
る
と
い
う
方
式
は
、
加
害
者
と
訟
人
が
裁
判
・
訴

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

訟
に
要
し
た
費
用
を
自
己
負
担
す
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
と
想
定
さ
れ
、
興

（
６
）

味
を
覚
え
る
。
な
お
、
「
倍
分
」
の
一
部
は
告
訴
・
密
告
者
へ
の
賞
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。
賞
告
規
定
（
名
例
章
、
二
五
条
）
を
は
じ
め
、
若
干
の
条
文
を
み
る

と
、
「
倍
分
」
の
一
部
（
多
く
は
一
○
分
の
二
を
告
者
へ
の
賞
に
充
て
る
こ
と

（
７
）

が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
告
者
へ
の
賞
賜
分
を
減
じ
た
額
が
所
有
者

と
官
司
に
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
第
五
は
、
私
的
個
人
か
ら
の

財
物
不
法
取
得
の
と
き
で
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
国
家
に
賠
償
金
を
納
入
す

る
定
め
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
倍
鰄
律
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
財
物
授
受
の
両

当
事
者
に
罪
あ
る
と
き
と
か
、
原
主
の
存
在
し
な
い
と
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

唐
律
で
も
、
鰄
物
授
受
の
両
当
事
者
が
処
罰
さ
れ
る
場
合
に
は
、
鰄
は
官
に
没

収
さ
れ
、
取
得
し
た
者
だ
け
が
罰
せ
ら
れ
、
財
物
を
与
え
た
者
が
罪
せ
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
鰄
は
原
主
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
国
朝
刑
律
は
、

こ
の
原
則
を
踏
襲
し
、
財
産
の
本
来
の
所
有
者
に
不
当
不
法
な
行
為
が
あ
っ
た

際
に
は
、
た
と
い
そ
れ
が
私
人
間
の
侵
害
行
為
で
あ
っ
て
も
、
国
家
に
賠
償
金

（
８
）

を
帰
属
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
二
八
条
の
倍
鰄
律
の
な
か
で
ぜ
ひ
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
倍
壹
分
」
「
倍
気
分
」
の
意
味
で
あ
る
。
国
朝
刑
律

の
頁
を
繰
る
と
、
一
般
に
、
鰄
物
の
賠
償
額
は
「
倍
壹
分
」
「
倍
償
壹
分
」
「
倍

鰄
壹
分
」
（
国
律
刑
律
は
鰄
を
砿
の
字
で
表
わ
す
）
「
倍
気
分
」
「
倍
償
試
分
」
「
倍

鰄
試
分
」
（
国
朝
刑
律
は
気
を
散
の
字
で
表
わ
す
）
な
ど
の
形
式
で
法
定
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
形
式
が
二
八
条
の
記
載
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
多
言
を
要
す
ま
い
。
そ
れ
で
は
、
「
倍
壹
分
」
「
倍
気
分
」
と
は
ど
う
い
う

意
味
で
あ
る
、
フ
か
。

か
つ
て
、
黎
朝
刑
律
を
仏
訳
し
た
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏
は
、
こ
の
「
倍
壹
分
」

一
一
一
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「
倍
気
分
」
と
記
載
さ
れ
た
と
き
の
実
際
の
賠
償
額
は
、
鰄
物
以
外
に
、
鰄
物

と
同
価
値
の
一
○
分
の
一
、
一
○
分
の
二
を
加
算
し
て
賠
償
す
る
こ
と
だ
と
解

釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
分
は
一
○
分
の
一
、
二
分
は
一
○
分
の
二
と
い
、
７
意

味
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
倍
五
分
九
分
」
と
あ
る
の
は
、
実
際
に
は
鰄
物
、

い
わ
ゆ
る
正
鰄
の
ほ
か
に
、
正
鰄
の
価
値
の
一
○
分
の
五
あ
る
い
は
一
○
分
の

（
９
）

九
を
加
算
し
た
額
を
賠
償
す
る
こ
と
と
解
釈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
史
学
界
で
は
、
氏
の
解
釈
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
れ
を
分
制
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
一
倍
・
二
倍
の
意
に
受
け
取
る

べ
き
だ
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
、
現
実
に
こ
の
解
釈
に
従
っ
て
訳
業
が
進
め

ら
れ
た
。
歴
朝
憲
章
類
誌
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
書
は
、
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏
の
解
釈

（
皿
）

を
誤
謬
と
断
じ
、
「
倍
壹
分
」
を
二
倍
を
支
払
う
こ
と
と
解
釈
し
、
国
朝
刑
律
の

ベ
ト
ナ
ム
語
訳
書
は
、
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏
の
解
釈
の
是
非
に
つ
い
て
は
付
言
し

な
か
っ
た
が
、
「
倍
壹
分
」
を
一
倍
ま
し
、
「
倍
試
分
」
を
二
倍
ま
し
で
そ
れ
ぞ

れ
賠
償
す
る
意
と
し
て
訳
出
し
た
。
ご
く
最
近
で
は
、
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ブ

イ
氏
も
、
こ
れ
ら
を
一
倍
ま
し
、
二
倍
ま
し
の
意
に
解
す
べ
き
こ
と
を
論
証
し

（
ｕ
）

て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
、
仁
井
田
陞
氏
が
「
唐
・
明
律
と
同
様
に
、
黎
律

に
も
鰄
の
規
定
が
あ
り
、
盗
犯
か
ら
倍
鰄
を
徴
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
（
崖
再
．

觜
９
全
。
念
Ｐ
白
い
再
犯
等
か
ら
は
倍
五
、
倍
九
を
も
徴
す
る
シ
言
暁
）
・
」

と
述
べ
、
「
倍
五
分
九
分
」
を
盗
品
の
五
倍
・
九
倍
を
賠
償
す
る
意
味
に
受
け
取
っ

（
皿
）

て
お
ら
れ
た
・

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
筆
者
も
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏
の
解
釈
に
は
従
い
得
ず
、

「
倍
壹
分
」
は
、
正
鰄
分
の
返
還
と
は
別
に
鰄
物
と
同
額
（
「
壹
分
」
）
を
賠
償

す
る
意
、
「
倍
気
分
」
は
、
こ
れ
も
正
鰄
分
の
返
還
と
は
別
に
鰄
物
の
二
倍
（
「
気

分
」
）
を
賠
償
す
る
意
、
に
取
る
の
が
正
解
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
「
倍
壹
分
」
は
、

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

正
鰄
の
返
還
分
を
加
え
る
と
一
倍
ま
し
（
鰄
物
の
二
倍
）
賠
償
と
な
り
、
「
倍
試

分
」
は
、
こ
れ
も
正
鰄
の
返
還
分
を
加
え
る
と
二
倍
ま
し
（
鰄
物
の
三
倍
）
賠

償
と
い
、
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
倍
鰄
律
に
定
め
ら
れ
た
賠
償
を
、
本
稿

で
は
倍
額
（
倍
価
）
賠
償
、
倍
ま
し
賠
償
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

確
か
に
、
国
朝
刑
律
で
も
、
「
分
」
と
い
う
語
が
分
数
を
表
わ
す
意
味
に
用
い

（
週
）

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
二
つ
の
形
式
が
あ
り
、
一
つ
は
、
「
参

分
之
壹
」
「
拾
分
之
壹
」
「
拾
分
之
気
」
な
ど
の
形
式
で
示
さ
れ
、
い
ま
一
つ
は
、

（
Ｍ
）

「
削
壹
分
」
「
減
参
分
」
「
減
伍
分
」
「
追
…
半
分
」
な
ど
の
形
式
で
記
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
八
条
の
「
倍
壹
分
」
な
ど
の
「
分
」
は
、
回
数
と
か
分
量
を
指
し

た
語
で
、
一
○
分
の
一
の
「
分
」
と
は
異
な
る
意
味
に
使
わ
れ
て
い
た
。
国
朝

刑
律
で
は
、
こ
の
「
分
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
異
な
っ

た
用
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
「
倍
壹
分
」
を
一
○
分

の
一
賠
償
と
解
釈
す
る
と
、
二
八
条
に
定
め
た
「
倍
分
」
の
配
分
額
（
主
に
一

○
分
の
八
、
官
司
に
一
○
分
の
二
）
が
き
わ
め
て
少
額
と
な
り
、
賠
償
金
を
徴

す
る
法
的
意
義
が
稀
薄
化
し
、
さ
ら
に
、
告
者
に
一
○
分
の
一
を
賞
と
し
て
賜

与
し
て
し
ま
え
ば
、
「
倍
分
」
は
完
全
に
帳
消
し
と
な
り
、
私
的
法
益
を
保
護
す

る
国
朝
刑
律
の
法
的
精
神
を
充
分
に
満
た
さ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、

四
二
六
条
（
盗
賊
章
）
を
み
る
と
、
劫
盗
罪
に
お
い
て
、
主
犯
の
賠
償
負
担
は

「
倍
鰄
壹
分
」
で
あ
る
の
に
、
停
止
者
は
「
償
入
官
参
分
之
壹
」
と
な
っ
て
お

り
、
も
し
こ
の
「
倍
壹
分
」
を
一
○
分
の
一
賠
償
と
解
す
る
と
、
主
犯
の
賠
償

額
が
停
止
者
の
そ
れ
よ
り
も
少
な
く
な
り
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
に
な

る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
大
越
史
記
全
書
、
本
紀
全
書
、
巻
二
、
李
紀
一
、
太
宗

壬
午
乾
符
有
道
四
年
（
一
○
四
二
）
秋
七
月
の
条
を
み
る
と
、
「
詔
諸
盗
官
牛
者
、

杖
一
百
、
一
頭
罰
二
頭
」
と
い
う
詔
が
す
で
に
発
布
さ
れ
て
お
り
、
黎
代
よ
り

四
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も
前
に
、
二
倍
返
し
賠
償
の
前
例
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
は
陳
代
の

例
だ
が
、
同
書
、
本
紀
全
書
、
巻
六
、
陳
紀
二
、
明
宗
庚
申
大
慶
七
年
（
一
三

二
○
）
冬
十
月
の
条
に
も
、
「
詔
、
凡
箏
田
土
、
勘
問
不
是
己
物
而
握
孚
者
、
反

坐
、
計
田
宅
銭
數
、
倍
還
之
、
若
假
立
文
契
、
別
左
手
一
節
」
と
あ
り
、
陳
代

に
お
い
て
も
、
倍
額
賠
償
を
定
め
た
詔
が
発
布
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
近
隣
諸
国
と
諸
地
域
の
法
に
お
い
て
も
、
一
○
倍
あ
る
い
は
五

（
咽
）

倍
返
し
な
ど
の
賠
償
が
み
ら
れ
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
、
フ
思
い
巡
ら

す
と
、
こ
の
国
朝
刑
律
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
倍
額
賠
償

を
一
○
分
の
一
方
式
に
新
た
に
改
変
し
、
賠
償
額
を
削
減
し
た
と
は
、
容
易
に

（
略
）

想
像
し
難
く
、
や
は
り
「
倍
壹
分
」
は
鰄
物
の
一
倍
を
賠
償
す
る
意
で
あ
っ
た

と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
正
鰄
と
称
さ
れ
た
鰄
物
自
体
（
も

し
く
は
同
等
価
値
）
と
、
こ
れ
と
同
額
な
い
し
同
価
値
の
分
（
「
倍
分
」
）
を
本

来
の
所
有
者
に
支
払
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
最
高
賠
償
額
の
「
倍
九
分
」

は
、
九
倍
賠
償
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
当
然
、
正
鰄
分
が
加
え
ら
れ
る
か

ら
、
実
際
に
は
、
一
○
倍
に
相
当
す
る
額
ま
た
は
価
値
分
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ

（
Ⅳ
）

て
い
た
の
で
あ
る
。

国
朝
刑
律
の
「
倍
壹
分
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
分
」
の
用
法
は
、
こ
の
法

典
、
ま
た
は
こ
れ
を
編
し
た
黎
朝
が
考
案
し
た
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
文
献
で
は
、
す
で
に
陳
代
の
安
南
志
略
、
巻
一
四
、

刑
政
の
項
に
、
「
元
盗
之
物
、
一
償
九
分
、
不
能
償
者
、
没
其
妻
學
」
と
い
う
記

事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ブ
イ
氏
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
「
一
償
九
分
」
《
《
弓
弩
吾
巨
》
α
信
己
ご
吾
醒
邑
曹
ゞ
の
「
九
分
」
は
、
国
朝

刑
律
の
「
倍
五
分
九
分
」
の
「
九
分
」
と
同
じ
九
倍
賠
償
の
意
に
用
い
ら
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
れ
を
一
○
分
の
九
と
解
せ
ば
、
「
没
其
妻
筆
」

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

〈
肥
）

と
量
刑
上
の
釣
合
が
と
れ
な
く
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
・
こ
の
九
倍
返
還
法

が
、
た
と
え
ば
蒙
古
法
や
元
代
法
に
み
ら
れ
る
九
倍
賠
償
と
ま
っ
た
く
無
関
係

な
の
か
否
か
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
な
お
、
賠
償
が
不
可
能

な
と
き
に
は
そ
の
妻
李
を
没
収
す
る
と
あ
る
の
は
、
人
間
賠
償
の
例
で
あ
る
。

安
南
志
略
の
本
記
事
は
、
陳
法
に
お
い
て
、
財
産
侵
害
に
対
す
る
定
率
賠
償
制

が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

国
朝
刑
律
は
、
加
倍
の
賠
償
を
示
す
た
め
に
、
「
倍
壹
分
」
「
倍
気
分
」
以
外

の
別
の
形
式
を
用
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
倍
償
銭
物
還
民
」
「
倍
償

如
律
」
「
倍
還
聰
財
」
「
倍
償
還
民
」
「
倍
追
其
粟
」
「
倍
其
穀
分
」
「
倍
其
穀
還
之
」

「
追
倍
償
剰
分
如
法
」
「
倍
所
損
費
」
「
反
倍
所
償
」
「
追
倍
償
如
律
」
「
倍
銭
還

訟
」
等
々
の
形
式
、
約
す
れ
ば
、
「
倍
」
《
今
ｇ
祇
池
か
「
倍
償
」
《
《
ｇ
寓
言
》
α
ゴ
、
》
》

と
い
、
フ
語
を
用
い
て
記
さ
れ
た
形
式
で
あ
っ
た
。
倍
数
を
明
記
し
な
い
「
倍
」

と
か
「
倍
償
」
な
る
語
は
、
盗
品
に
限
ら
ず
、
有
体
物
と
無
体
物
の
不
法
取
得

に
対
す
る
賠
償
を
法
定
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
両
語
は
、
ほ
ぼ
一
倍
ま
し
あ

る
い
は
二
倍
ま
し
と
い
う
倍
額
賠
償
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
形

式
に
は
、
「
倍
償
如
律
」
の
よ
う
に
、
一
分
と
か
二
分
と
い
う
倍
数
の
明
示
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
実
際
の
賠
償
価
額
と
し
て
は
、
前
掲
倍
鰄
律
の
定
め
に
従

い
、
倍
額
賠
償
（
正
鰄
の
還
付
以
外
に
、
官
鰄
な
ら
二
倍
、
雑
犯
の
鰄
な
ら
一

倍
）
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
国
朝
刑
律
で
は
、
広
義

の
鰄
物
類
の
倍
額
賠
償
を
法
定
す
る
と
き
、
「
倍
壹
分
」
形
式
で
示
す
類
型
と

「
倍
」
「
倍
償
」
の
語
を
用
い
て
「
分
」
を
指
定
し
な
い
類
型
、
と
の
二
種
の
記

載
方
式
が
併
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
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倍
鰄
律
に
定
め
ら
れ
た
賠
償
規
定
は
、
多
種
多
様
な
官
私
の
財
産
に
対
す
る

不
法
な
侵
害
行
為
に
適
用
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
有
体
物
と
し
て
の
財
産
の
範
囲

は
、
公
私
の
田
土
や
建
造
物
な
ど
の
不
動
産
に
限
定
さ
れ
ず
、
私
的
所
有
物
に

あ
っ
て
は
、
個
人
の
所
有
に
属
す
る
樹
木
、
作
物
、
動
物
（
牛
・
馬
・
鶏
・
豚
・

魚
の
類
）
、
船
隻
か
ら
文
書
類
に
至
る
ま
で
、
動
産
・
不
動
産
を
問
わ
ず
、
実
に

多
岐
に
わ
た
り
、
公
的
所
有
物
に
あ
っ
て
は
、
外
国
か
ら
の
貢
物
と
か
貨
物
を

は
じ
め
、
官
糧
、
器
物
、
樹
木
、
課
税
物
、
陵
廟
・
神
道
仏
な
ど
の
祭
祀
に
か

か
わ
る
物
、
官
有
動
物
（
馬
・
象
、
そ
の
他
）
、
戦
器
等
々
、
こ
れ
も
多
種
に
及

び
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
侵
害
す
れ
ば
、
一
定
の
実
刑
な
ど
を
科
し
、
併
せ
て
倍

〈
別
）

額
賠
償
を
徴
収
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
朝
刑
律
の
賠
償
に
は
、
倍
額
賠
償
以
外
に
、
同
額
と
減
額
と
い

う
二
種
類
の
賠
償
が
、
こ
れ
も
実
刑
と
絡
ん
で
存
在
し
た
。
つ
ま
り
、
国
朝
刑

律
の
損
害
賠
償
に
は
、
倍
額
（
倍
価
）
、
同
額
（
同
価
）
、
減
額
（
減
価
）
の
三

通
り
の
徴
収
形
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
犯
罪
の
軽
重
・
性
質
・

態
様
、
当
事
者
の
身
分
、
そ
の
他
の
条
件
を
勘
案
し
て
適
用
さ
れ
た
。

本
稿
で
述
べ
る
同
額
賠
償
は
、
犯
人
の
手
に
存
す
る
現
物
を
単
純
に
取
り
上

げ
た
り
、
財
産
上
の
損
害
を
補
償
し
た
り
、
同
じ
く
損
失
分
自
体
も
し
く
は
そ

れ
と
同
等
価
値
分
を
追
徴
し
た
り
す
る
一
種
の
賠
償
で
、
い
わ
ば
実
損
分
の
損

害
補
填
を
意
味
す
る
。
こ
の
同
額
賠
償
は
、
原
状
回
復
を
主
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、
倍
額
賠
償
に
比
べ
る
と
、
制
裁
的
、
懲
罰
的
性
質
が
稀
薄
と

な
っ
て
い
る
。
単
な
る
現
物
返
還
は
賠
償
と
は
い
え
な
い
が
、
原
状
回
復
と
い

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

二
財
産
侵
害
へ
の
同
額
・
減
額
賠
償

う
点
で
は
同
額
賠
償
と
同
一
で
あ
る
故
、
考
察
の
便
宜
上
、
こ
れ
を
も
こ
の
種

の
賠
償
に
含
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
中
国
で
は
、
盗
犯
の
と
き
、
二
倍
の

も
の
を
原
主
に
返
す
を
倍
備
と
い
い
、
公
私
物
を
穀
傷
・
損
失
し
た
と
き
に
、

等
価
の
も
の
を
返
す
を
備
償
と
い
っ
た
り
し
た
。
国
朝
刑
律
で
も
、
同
額
賠
償

を
示
す
と
き
に
、
こ
の
備
償
昼
吾
匡
ｄ
》
長
な
る
語
を
用
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
む
し
ろ
条
文
上
で
は
、
「
償
本
分
」
「
追
償
本
分
」
「
追
償
還
官
」
「
償
其
所

損
」
「
計
所
穀
責
償
修
完
如
法
」
「
償
依
所
損
」
「
償
其
穀
分
」
「
代
償
本
分
」
「
其

（
数
）
‐

物
還
寺
」
「
追
還
之
」
「
追
其
物
還
軍
民
」
「
追
所
檀
赦
還
民
」
「
奪
其
分
」
等
々

〈
皿
）

の
形
式
で
記
さ
れ
た
。
「
償
」
《
夢
貝
α
長
ご
・
「
還
」
《
《
言
自
ご
》
「
追
」
《
《
再
三
》
言
奪
」

倉
ｇ
異
〉
な
ど
の
賠
償
関
係
用
語
は
、
普
通
、
同
額
分
を
補
償
、
返
還
あ
る
い
は

追
徴
す
る
、
筆
者
の
い
う
同
額
賠
償
の
意
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
点
で
、
一
般

に
倍
額
を
示
す
「
倍
」
「
倍
償
」
の
語
と
は
区
別
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

損
害
補
償
的
性
格
を
有
す
る
同
額
賠
償
は
、
全
体
と
し
て
、
公
私
物
の
単
な

る
穀
傷
・
損
失
・
浪
費
な
ど
の
場
合
に
実
刑
と
併
科
さ
れ
、
犯
罪
が
公
罪
と
か

過
失
の
範
濤
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
と
き
に
も
適
用
さ
れ
た
。
中
国
で
も
、
前
述

の
ご
と
く
備
償
と
い
う
用
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
公
私
の
物
件
を
穀
損
も
し
く

は
紛
失
し
た
と
き
に
、
そ
の
原
物
と
同
一
の
実
質
形
態
を
備
え
た
物
件
を
も
っ

て
賠
償
せ
し
め
る
義
に
使
わ
れ
て
い
た
（
唐
律
疏
議
、
巻
五
、
名
例
、
犯
罪
未

発
自
首
の
条
）
・
国
朝
刑
律
の
同
額
賠
償
に
中
国
の
備
償
な
る
概
念
が
包
摂
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
を
弄
す
る
ま
で
も
な
い
・

国
朝
刑
律
は
、
明
確
な
不
法
領
得
の
意
思
を
欠
い
た
侵
害
行
為
に
同
額
賠
償

を
適
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
官
吏
の
犯
罪
に
お
い
て
は
、
公
罪
の
場
合
で
あ
る

と
か
、
そ
の
他
の
一
般
人
の
犯
罪
で
は
、
過
失
な
ど
に
よ
る
と
判
断
さ
れ
た
と

ユ
ハ
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（
配
）

き
に
も
、
こ
れ
を
適
用
し
た
り
し
た
。
た
と
え
ば
、
軍
政
章
に

諸
行
軍
時
、
發
運
官
失
期
致
絶
糧
者
、
以
軍
憲
論
、
道
失
官
糧
器
物
者
、

償
本
分
、
隠
盗
者
斬
、
倍
償
試
分
、
即
糧
道
深
瞼
爲
賊
人
梗
阻
、
無
軍
護

邊
者
別
論
（
二
七
○
条
）

と
あ
り
、
条
文
中
に
、
行
軍
時
、
発
運
官
（
食
糧
な
ど
の
運
送
を
掌
る
官
）
が

官
糧
や
器
物
を
遺
失
し
た
と
き
、
同
額
（
本
分
）
を
償
わ
せ
る
と
い
う
定
め
が

み
え
る
が
、
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
公
罪
の
範
嶬
に
含
ま
れ
る
犯
罪
で
あ
り
、
不

法
領
得
の
意
思
を
欠
く
侵
害
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
倍
額
賠
償

を
義
務
づ
け
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
唐
律
な
ど
の
世
界
で
は
、
官
吏
の

犯
罪
に
公
罪
と
私
罪
の
別
を
設
け
、
官
吏
が
私
曲
・
悪
意
な
く
、
過
誤
（
「
失
」

と
か
「
不
覺
」
、
そ
の
他
）
に
よ
り
公
務
に
違
背
し
た
と
き
を
公
罪
と
い
い
、
同

じ
く
官
吏
が
公
務
に
関
係
な
く
私
人
と
し
て
犯
す
罪
、
お
よ
び
悪
意
（
「
知
情
」

と
か
「
故
」
、
そ
の
他
）
を
も
っ
て
公
務
上
に
お
い
て
不
正
・
違
法
行
為
を
犯
す

罪
を
私
罪
と
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
罰
を
加
減
し
た
。
国
朝
刑
律
も
公
罪
と
私
罪

を
区
別
す
る
法
原
理
を
採
用
し
、
公
罪
に
あ
っ
て
は
、
刑
罰
を
軽
減
す
る
と
同

時
に
、
賠
償
額
も
お
お
む
ね
同
額
な
い
し
減
額
に
定
め
た
と
い
っ
て
よ
い
・

刑
罰
権
発
動
の
前
提
で
あ
る
犯
罪
に
個
人
の
意
思
な
ど
の
主
観
的
側
面
を
重

視
す
る
法
意
識
、
い
わ
ゆ
る
主
観
主
義
的
立
場
は
、
こ
の
国
朝
刑
律
に
も
現
わ

れ
て
い
た
。
四
七
条
（
名
例
章
）
に
は
、
故
意
と
過
誤
ｐ
呂
邑
恩
を
識
別
し
て

刑
罰
を
加
減
す
べ
き
基
本
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
原
則
は
、
実
刑

の
み
な
ら
ず
、
賠
償
額
の
量
定
に
お
い
て
も
等
し
く
適
用
さ
れ
た
と
見
倣
す
の

が
至
当
で
あ
ろ
う
。
雑
律
章
に
収
め
ら
れ
た

諸
放
牛
馬
賤
囑
穀
桑
者
．
杖
捌
拾
、
償
其
所
損
、
若
故
放
令
賤
囑
者
、
麗

壹
資
、
倍
償
壹
分
、
即
自
奔
逸
者
、
莵
杖
（
五
八
一
条
）

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

と
い
う
律
は
、
故
意
犯
か
否
か
の
違
い
が
刑
罰
と
賠
償
額
を
量
定
す
る
た
め
の

要
件
に
な
っ
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
故
意
犯
は
慶
一
資
と
倍

額
賠
償
の
併
科
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
八
一
条
と
同
内
容
で
は
な
い
が
、
国

朝
洪
徳
年
間
例
諸
供
体
式
、
放
牛
害
禾
穀
の
条
に
、

一
、
放
牛
害
禾
穀
、
損
害
不
收
、
肚
長
及
縣
官
、
引
其
牛
美
家
主
、
就
二

承
論
罪
、
其
牛
入
官
、
償
禾
穀
、
毎
株
三
文

と
い
う
興
味
深
い
法
令
が
掲
げ
ら
れ
、
放
牛
が
与
え
た
禾
穀
の
損
害
に
対
し
、

加
害
牛
の
没
収
と
一
株
に
つ
き
三
文
の
賠
償
金
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ

で
は
、
牛
の
所
有
権
を
官
に
所
属
せ
し
め
る
形
と
、
牛
が
与
え
た
損
害
を
賠
償

さ
せ
る
形
と
で
、
家
主
の
法
的
責
任
が
問
わ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
の
一
株
三
文

が
実
際
の
一
株
の
価
値
自
体
を
金
銭
に
換
算
し
て
割
り
出
し
た
額
だ
と
解
す
る

な
ら
ば
、
こ
れ
は
一
種
の
同
額
賠
償
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
形

式
の
賠
償
形
態
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
産
章
に

諸
佃
公
私
田
、
不
告
監
主
而
先
穫
者
、
杖
捌
拾
、
倍
其
穀
還
之
、
即
監
主

經
時
不
至
、
或
致
腐
燗
、
鶏
告
肚
官
方
得
收
穫
、
即
不
告
者
、
杖
如
之
、

償
其
穀
分
、
錐
凶
識
不
滅
（
三
六
一
条
）

と
あ
り
、
雑
律
章
に
も

諸
受
寄
畜
産
財
物
而
柳
費
用
者
、
杖
捌
拾
、
償
本
分
、
詐
言
死
失
者
、
麗

壹
資
、
倍
償
壹
分
、
若
典
雇
人
牧
養
而
亡
失
者
、
杖
捌
拾
、
追
償
本
分
（
五

七
九
条
）

（
羽
）

と
あ
る
が
、
前
条
は
、
同
じ
収
穫
物
の
横
領
で
も
、
情
況
の
違
い
に
よ
り
賠
償

額
に
格
差
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
後
条
は
、
寄
託
を
受
け
た
畜
産
と
財
物
を
所

有
者
の
了
解
も
な
い
の
に
使
用
し
た
と
き
は
、
杖
八
○
と
同
額
賠
償
が
併
科
せ

ら
れ
る
の
に
対
し
、
同
種
の
犯
罪
で
も
、
こ
れ
ら
を
死
失
し
た
と
詐
言
し
た
と

七
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き
は
、
麗
一
資
の
刑
と
倍
ま
し
の
賠
償
額
が
併
科
さ
れ
て
い
る
。
典
雇
人
の
場

合
も
同
額
支
払
い
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
過
失
的
意
味
を
内
包
す
る
「
亡
失
」

《
ご
○
晨
吾
鐸
雪
ゞ
と
い
う
要
件
を
重
視
し
て
同
額
賠
償
に
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
戸
婚
章
に
は

諸
差
科
賦
役
違
砿
一
雑
謂
澁
準
聡
津
苧
及
不
均
平
者
、
錨
藩
癖
龍
霊
藷
以
艇
罷
論
、

即
非
法
而
檀
賦
赦
、
及
以
法
賦
獄
而
檀
加
盆
入
官
者
、
罪
如
之
、
追
所
檀

獄
還
民
、
入
己
者
、
以
杠
法
論
、
倍
償
壹
分
（
三
二
五
条
）

〈
別
）

と
み
え
、
官
吏
が
民
よ
り
不
法
に
賦
役
己
言
ａ
ｇ
を
取
り
立
て
る
と
、
こ
の
罪

に
対
し
、
不
法
の
賦
赦
物
を
入
官
し
た
と
き
と
、
そ
れ
を
自
己
の
所
有
物
に
し

た
と
き
と
で
は
、
賠
償
額
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
官
吏
が
違
法
な
収

奪
を
行
い
、
こ
れ
を
私
的
な
不
法
利
得
と
し
た
と
き
に
は
、
盗
犯
と
同
じ
倍
額

（
お
）

の
賠
償
を
義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
同
額
賠
償
は
、
財
産
の
不
法
侵
害
に
対
し
て
倍
鰄
律
の
規
定
を
機
械

的
に
適
用
し
得
な
い
と
き
、
す
な
わ
ち
、
公
私
物
の
単
な
る
穀
傷
・
損
失
・
浪

費
の
と
き
、
官
吏
に
あ
っ
て
は
公
罪
の
範
濤
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
罪
を
犯
し
た

と
き
、
お
よ
び
加
害
者
の
意
思
・
動
機
や
犯
罪
の
態
様
の
諸
要
件
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
な
ど
に
、
倍
額
賠
償
よ
り
も
一
等
軽
い
賠
償
と
し
て
命

ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
額
な
い
し
同
価
賠
償
は
、
四
七
条
（
名
例

章
）
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
し
、
国
朝
刑
律
の
条
文
中
に
法
定
賠
償
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
規
定
さ
れ
て
も

い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
国
朝
刑
律
に
は
、
賠
償
の
一
種
と
し
て
減
額
賠
償
と
い
う
形
態
が
存

在
し
た
。
減
額
ま
た
は
減
価
賠
償
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
仁
井
田
陞
氏
が
「
た

だ
し
家
畜
の
よ
う
な
も
の
を
殺
傷
し
た
と
き
は
、
減
債
賠
償
で
あ
っ
た
。
」
と
述

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

べ
、
「
家
畜
の
加
害
行
爲
に
關
し
て
も
加
害
家
畜
の
所
有
者
は
損
害
賠
償
の
責
を

負
っ
て
い
た
。
そ
の
賠
償
は
定
額
的
で
な
く
減
債
賠
償
で
あ
っ
た
。
」
と
指
摘
さ

（
妬
）

れ
た
・
氏
は
、
本
稿
で
既
述
し
た
同
額
賠
償
を
も
減
価
賠
償
の
範
濤
に
入
れ
て

考
え
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
い
う
減
額
賠
償
は
、
文
字
通
り
損
害
分
の
額
（
価

値
）
に
満
た
な
い
分
を
支
払
う
と
い
う
意
味
に
用
い
る
。

さ
て
、
家
畜
侵
害
に
対
す
る
減
額
賠
償
は
、
雑
律
章
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
、

次
の
条
文
の
な
か
で
定
め
ら
れ
た
。

諸
於
京
城
街
巷
及
人
衆
中
、
無
故
走
馬
者
、
杖
陸
拾
、
以
故
殺
傷
人
者
、

減
闘
殺
傷
壹
等
、
殺
傷
畜
産
者
、
償
所
減
債
、
羅
罐
龍
鱗
議
了
鰹
認
識

（
條
）
（
餘
）

謡
雛
騨
震
艀
若
有
公
私
要
速
而
走
者
、
不
坐
、
以
故
殺
傷
人
者
、
以
過
失

論
、
其
因
驚
駁
不
可
禁
止
而
殺
傷
人
者
、
減
過
失
気
等
（
五
五
三
条
）

こ
の
条
文
は
、
そ
の
原
型
を
唐
律
疏
議
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
唐
律
疏

議
の
注
を
律
の
本
文
に
組
み
込
み
、
か
つ
、
同
書
の
他
の
条
文
に
付
せ
ら
れ
た

疏
議
を
参
照
し
て
注
を
新
た
に
加
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
原
型
に
部
分
的

〈
”
）

修
正
を
施
し
て
作
成
さ
れ
た
律
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
畜
産
の
殺
傷
に
対
し
て
一
定
の
減
額
賠
償
の
原
則
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
・
京
城
の
町
中
お
よ
び
衆
人
中
に
馬
を
走
ら
せ
て
他
人
の
畜
産
を
殺
す
と
、

被
害
畜
産
の
価
値
は
元
の
価
値
の
一
○
分
の
八
を
減
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

加
害
馬
の
所
有
者
は
、
そ
の
減
額
分
の
一
○
分
の
八
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
も
し
同
じ
く
自
己
の
馬
が
他
人
の
畜
産
を
傷
つ
け
る
と
、
そ
の
価
値
は
元

の
価
値
の
一
○
分
の
一
を
減
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
加
害
馬
の
所
有
者
は
、

減
価
分
、
つ
ま
り
、
本
来
の
価
値
の
一
○
分
の
一
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
定
め
で
あ
る
。
こ
の
畜
産
殺
傷
に
対
す
る
定
率
的
賠
償
方
式
は
、

唐
律
の
原
則
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
朝
刑
律
に
お
け
る
減
額
賠
償
の

八
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存
在
を
示
す
具
体
例
と
し
て
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

う
（
一
、
「
ノ
。

国
朝
刑
律
は
、
単
に
正
犯
・
主
犯
か
ら
賠
償
金
を
徴
す
る
だ
け
で
な
く
、
共

犯
と
か
従
犯
に
相
当
す
る
者
か
ら
三
分
の
一
の
賠
償
額
を
支
払
わ
せ
る
規
定
を

設
け
て
い
た
。
こ
れ
は
当
法
典
に
お
け
る
減
額
賠
償
の
一
形
態
で
あ
る
。
盗
賊

章
に

諸
盗
、
初
犯
流
遠
州
、
原
知
盗
及
再
犯
者
斬
、
即
白
日
小
倫
霜
者
、
以
徒

論
、
已
得
財
者
、
並
倍
償
壹
分
、
停
止
各
減
壹
等
、
償
入
参
分
之
壹
、
知

情
減
気
等
、
有
持
杖
者
、
以
劫
論
、
殺
人
者
依
殺
人
法
、
婦
人
論
減
（
四

二
九
条
）

と
あ
り
、
詐
偽
章
に

諸
詐
爲
囑
書
文
字
、
及
翻
典
文
字
、
爲
断
契
者
、
主
及
代
書
、
徒
象
坊
兵
、

證
見
疑
試
資
、
有
箏
財
産
者
、
主
及
代
書
、
倍
償
壹
分
、
證
見
蓼
分
之
壹

（
五
三
四
条
）

（
犯
）

と
み
え
、
こ
の
両
条
は
、
共
犯
と
か
従
犯
に
対
し
、
主
犯
（
正
犯
）
と
は
別
個

に
三
分
の
一
の
賠
償
を
義
務
づ
け
た
事
例
で
あ
る
・
前
者
は
、
諸
々
の
盗
犯
（
初

犯
の
○
さ
厨
三
原
知
盗
晨
呈
雪
三
ｇ
ｏ
》
再
犯
国
一
己
冨
冒
》
白
日
小
愉
窃
ｇ
‐

呂
弓
碑
忌
巨
芸
習
吾
嘩
）
に
お
い
て
、
財
を
不
法
取
得
し
た
者
に
対
し
、
所

定
の
実
刑
と
賠
償
を
併
科
し
、
そ
れ
ら
の
犯
人
を
か
く
ま
っ
た
者
に
対
し
て
も
、

犯
人
の
罪
に
一
等
を
減
じ
た
実
刑
と
、
犯
人
が
奪
取
し
た
財
の
三
分
の
一
に
相

当
す
る
額
の
賠
償
を
果
た
さ
せ
る
と
い
う
定
め
で
あ
り
、
停
止
ｓ
弓
の
三
犯
人

〈
調
）

に
対
し
て
も
、
実
刑
以
外
に
減
額
賠
償
を
命
じ
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
三

分
の
一
は
、
主
犯
の
実
行
行
為
に
協
力
、
援
助
し
た
従
犯
（
事
後
従
犯
か
）
に

科
せ
ら
れ
た
賠
償
金
で
あ
ろ
う
。
条
文
中
の
「
原
知
盗
」
な
る
語
の
意
味
内
容

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

は
判
然
と
し
な
い
が
、
た
ぶ
ん
こ
の
語
は
、
「
も
と
盗
と
知
ら
れ
し
も
の
」
、
ま

た
は
「
原
知
の
盗
」
と
読
み
、
こ
れ
を
訳
す
れ
ば
、
「
す
で
に
盗
人
と
し
て
世
間

に
知
ら
れ
て
い
た
人
」
ぐ
ら
い
の
意
で
あ
る
、
フ
か
。
初
め
、
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏

は
こ
の
語
を
《
《
Ｆ
隅
冒
○
日
三
２
厨
含
ぐ
三
》
と
仏
訳
し
た
が
、
こ
れ
で
は
四
四

六
条
（
盗
賊
章
）
に
み
え
る
「
原
知
盗
者
」
が
解
け
な
い
。
近
年
、
こ
の
解
釈

を
批
判
し
た
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ブ
イ
氏
ら
の
見
解
に
従
い
、
こ
の
語
は
、
再

犯
と
も
ま
た
異
な
り
、
過
去
に
お
い
て
盗
人
と
し
て
世
間
に
広
く
知
ら
れ
、
あ

く
鋤
）

る
い
は
同
じ
く
盗
人
と
し
て
有
名
な
者
を
指
称
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
五
三
四

条
は
、
嘱
書
の
言
三
宮
．
の
偽
造
、
質
入
れ
文
書
か
ら
売
買
文
書
へ
の
改
作
に
か

か
わ
る
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
半
部
分
は
、
こ
の
文
書
を
も
っ
て
財
産
争
い

を
し
た
と
き
に
は
、
当
事
者
と
代
書
ｇ
寓
言
〉
人
に
対
し
、
係
争
中
の
財
産
の

一
倍
返
し
を
命
じ
、
証
見
の
言
ご
函
匿
野
人
（
保
証
人
）
に
対
し
て
も
、
当
該

財
産
の
三
分
の
一
を
償
わ
せ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
証
見
人
は
、

主
犯
を
援
助
し
た
従
犯
的
存
在
と
見
倣
さ
れ
、
彼
の
責
任
を
追
及
す
る
た
め
、

主
犯
に
科
す
賠
償
金
と
は
別
個
に
減
額
分
の
賠
償
金
を
徴
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
犯
の
犯
行
に
協
力
な
い
し
援
助
し
た
者
か
ら
本
分

の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
減
額
分
を
徴
し
た
こ
と
は
、
共
犯
と
か
従
犯
の
よ
う

な
行
為
に
ま
で
賠
償
原
理
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意

を
喚
起
す
る
も
の
が
あ
る
。
共
同
的
不
法
行
為
に
あ
っ
て
は
、
主
犯
の
み
に
賠

償
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
た
の
で
は
な
く
、
共
犯
と
か
従
犯
の
よ
う
な
犯
人
に

も
賠
償
の
責
め
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
朝
刑
律
に
は
、
三
分
の
一
の
減
額
賠
償
を
命
じ
た
条
文
が
前
掲
以
外
に
二

（
証
）

例
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
官
の
畜
産
を
牧
養
す
る
者
と
監
獄
官
四
四
日
ロ
増
ｏ
量
目

が
比
較
的
軽
微
な
不
法
行
為
を
犯
し
た
場
合
に
徴
せ
ら
れ
た
事
例
で
あ
り
、
減

九
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額
賠
償
と
い
、
フ
も
の
は
、
こ
、
フ
し
た
比
較
的
軽
罪
の
と
き
と
か
、
あ
る
い
は
犯

罪
の
態
様
そ
の
他
に
お
い
て
、
勘
案
の
余
地
が
あ
る
と
き
に
も
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。
こ
の
法
典
に
記
さ
れ
た
条
文
上
の
用
例
に
よ
る

と
、
減
額
賠
償
の
額
は
本
分
の
三
分
の
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
減
額

賠
償
は
必
ず
三
分
の
一
で
あ
っ
た
と
断
じ
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

国
朝
刑
律
は
、
実
刑
と
賠
償
を
文
字
通
り
併
科
す
る
の
を
原
則
と
し
、
通
常
、

こ
の
両
者
を
互
い
に
加
減
・
相
殺
し
合
う
形
で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
ア
ジ

ア
諸
外
国
の
法
に
お
い
て
も
、
実
刑
と
賠
償
金
・
罰
金
を
併
科
す
る
規
定
が
な

い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
わ
け
て
も
、
国
朝
刑
律
の
併
科
は
目
を
引
く
法
現

象
だ
っ
た
と
思
、
フ
。
本
法
典
で
は
、
一
般
に
罪
が
重
け
れ
ば
、
実
刑
も
賠
償
額

も
加
重
さ
れ
、
逆
に
犯
罪
の
態
様
そ
の
他
に
よ
り
実
刑
の
量
が
酌
量
さ
れ
る
と

き
は
、
賠
償
の
ほ
、
フ
も
そ
れ
相
応
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
基
本
的
な
実
刑
と
し
て
五
刑
の
よ
う
な
差
等
が
設
け
ら
れ
た
よ
、
７
に
、
賠

償
に
お
い
て
も
、
金
額
の
面
で
い
く
つ
か
の
差
等
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
っ
た
。
賠
償
体
系
と
し
て
の
倍
額
（
倍
一
分
・
倍
二
分
・
倍
五
分
・
倍

九
分
）
、
同
額
、
減
額
の
三
段
階
設
定
は
、
実
刑
な
ど
の
加
減
に
見
合
、
フ
形
で
適

用
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

つ
い
で
に
触
れ
て
お
く
と
、
国
朝
刑
律
の
財
産
刑
の
な
か
に
、
最
高
に
重
い

刑
と
し
て
「
家
産
没
官
」
「
田
崖
没
官
」
「
田
産
還
夫
主
」
な
ど
の
形
式
で
示
さ

（
犯
）

れ
た
財
産
没
収
刑
が
あ
り
、
こ
の
刑
も
実
刑
に
併
科
す
る
形
で
用
い
ら
れ
た
・

こ
れ
は
、
文
字
通
り
加
害
者
か
ら
家
産
や
田
産
を
没
収
す
る
刑
で
あ
り
、
加
害

者
の
物
的
基
盤
を
根
こ
そ
ぎ
奪
取
す
る
苛
酷
な
刑
罰
で
あ
っ
た
が
、
も
し
、
条

文
上
に
「
家
産
没
官
」
な
ど
と
定
め
ら
れ
、
実
際
に
被
害
者
に
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
没
官
対
象
と
な
っ
た
家
産
の
な
か
か
ら
、
法
定
賠
償

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

諸
々
の
身
分
関
係
内
で
財
産
侵
害
へ
の
賠
償
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
か
、
と
い
う
問
題
も
一
応
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
節
で
は
、
家
族
．

親
族
間
と
主
奴
間
に
お
け
る
財
産
侵
害
へ
の
賠
償
に
関
し
て
、
し
ば
ら
く
考
察

を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
、
フ
。

ま
ず
、
家
族
・
親
族
間
に
お
け
る
こ
の
問
題
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
次
の
諸

条
文
が
参
考
に
な
る
と
思
う
。

㈹
諸
同
居
卑
幼
私
執
用
財
者
、
杖
捌
拾
、
追
還
之
検
察
（
戸
婚
章
、
二
九

二
条
）

㈲
諸
夫
没
子
幼
、
其
母
改
嫁
、
而
私
寶
其
子
田
産
者
、
答
伍
拾
、
追
原
銭
、

還
買
主
、
其
田
還
子
、
即
以
有
故
、
呈
宗
人
、
若
鶏
官
量
所
費
而
寶
者
鶏
、

若
後
夫
妄
著
前
夫
子
姓
名
、
以
寶
者
、
夫
及
代
書
證
見
人
者
、
各
杖
陸
拾
、

麗
気
資
、
知
情
買
者
、
杖
捌
拾
、
失
原
銭
、
其
田
還
子
、
後
妻
責
前
妻
子

田
産
、
亦
如
之
（
始
増
田
産
章
、
三
七
七
条
）

㈱
諸
父
母
在
、
盗
實
田
産
者
、
男
杖
陸
拾
、
麗
試
資
、
女
答
伍
拾
、
既
壹

資
、
追
原
銭
、
還
買
主
、
其
田
産
還
父
母
、
期
蕊
巽
聡
即
知
情
買
者
、
失

原
銭
、
代
書
及
證
人
知
情
、
各
答
伍
拾
、
麗
壹
資
、
不
知
情
者
、
不
坐
（
始

増
田
産
章
、
三
七
八
条
）

㈲
諸
同
居
春
罵
相
盗
者
、
不
分
多
少
、
減
盗
人
財
壹
等
、
即
夜
間
穿
斫
堵

金
を
被
害
者
に
支
払
う
方
法
が
採
ら
れ
た
と
推
考
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
償
命

銭
や
謝
銭
の
よ
う
な
賠
償
金
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
財
産
侵
害
へ
の
賠
償
と
身
分
関
係

一

○
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壁
者
、
各
依
凡
盗
法
（
盗
賊
章
、
四
三
九
条
）

㈱
諸
同
居
卑
幼
將
人
盗
己
家
財
物
、
減
凡
盗
壹
等
、
盗
人
以
盗
論
倍
償

如
律
、
有
殺
傷
者
、
各
依
本
法
、
將
者
與
同
罪
（
盗
賊
章
、
四
四
○
条
）

（
認
）

挙
例
の
諸
条
文
中
、
㈹
は
、
同
居
ｇ
晨
呂
》
の
卑
幼
ご
言
つ
ま
り
唐
律
疏

議
（
巻
二
○
、
賊
盗
、
卑
幼
将
人
盗
条
の
疏
議
）
に
よ
る
と
、
共
居
の
子
・
孫
．

弟
・
姪
が
そ
の
家
の
財
物
を
か
っ
て
に
費
消
し
た
と
き
の
罰
則
規
定
で
あ
り
、

こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
用
財
」
と
は
、
着
物
を
質
に
入
れ
た
り
、
現
金
を
持
ち
出

（
弘
）

し
て
無
駄
遣
い
し
た
り
す
る
こ
と
を
指
す
と
い
う
。
こ
の
条
文
の
原
型
は
唐
明

律
に
あ
る
が
、
国
朝
刑
律
は
唐
明
律
の
よ
う
な
財
の
数
量
に
よ
る
量
刑
の
段
階

的
加
重
方
式
を
採
ら
ず
、
一
括
し
て
刑
を
量
定
し
、
そ
し
て
唐
明
律
の
後
半
部

分
、
つ
ま
り
同
居
尊
長
の
家
産
分
割
に
お
け
る
不
公
平
処
置
に
対
す
る
罰
則
規

定
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
か
記
載
し
な
か
っ
た
。
条
文
㈲
は
、
寡
婦
が
再
婚
し
て

ま
だ
幼
い
子
の
田
産
を
売
っ
た
り
、
後
妻
が
前
妻
の
子
の
田
産
を
売
却
し
た
り

し
た
場
合
の
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
形
式
の
律
文
は
唐
明
律
に
見
当
た
ら
な

い
が
、
寡
婦
が
独
断
で
家
産
の
処
分
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
法
令
は
、
す
で
に

中
国
の
文
献
に
散
見
さ
れ
、
本
条
の
よ
う
な
母
子
同
居
の
家
の
家
産
は
、
母
子

両
者
の
同
意
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
有
効
に
処
分
さ
れ
得
る
と
す
る
の
が
、
中
国

（
弱
）

古
来
の
法
で
あ
り
慣
習
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
三
七
七
条
に
は
、
寡
婦
の
子
が

ま
だ
幼
少
で
あ
る
と
き
と
寡
婦
が
再
婚
し
た
と
き
と
い
う
条
件
が
付
せ
ら
れ
て

お
り
、
子
が
未
成
年
の
間
は
、
寡
婦
が
そ
の
田
産
の
管
理
に
当
た
り
、
再
婚
す

れ
ば
、
そ
う
し
た
権
利
を
拠
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
規
定
で
は
、
売
却
の
対
象
物
た
る
田
産
を
「
其
ノ
子
ノ
田
産
」
と
特
定
し

た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
律
は
、
そ
の
家
の
田
産
全
部
を
対
象

と
し
た
の
で
は
な
く
、
子
の
所
有
（
持
分
）
に
属
す
る
田
産
を
寡
婦
が
私
売
し

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

た
と
き
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
。
条
文
㈱
は
、
父
母
存
命
中
に
子
が
父

母
の
田
産
を
盗
売
し
た
り
、
同
居
の
卑
幼
が
そ
の
家
長
の
田
産
を
盗
ん
だ
り
し

た
と
き
の
規
定
で
あ
り
、
条
文
目
は
、
同
居
の
親
族
内
で
盗
財
行
為
が
発
生
し

た
と
き
を
予
想
し
た
規
定
で
あ
り
、
同
居
中
の
親
族
間
の
盗
に
お
い
て
は
、
他

人
の
財
物
を
盗
ん
だ
罪
に
一
等
を
減
じ
た
刑
を
科
す
こ
と
と
す
る
が
、
特
別
の

場
合
に
は
、
凡
盗
を
も
っ
て
刑
を
論
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

諸
規
定
に
よ
る
と
、
犯
人
に
対
し
、
法
定
の
答
・
杖
あ
る
い
は
艇
な
ど
の
刑
罰

に
処
す
と
と
も
に
、
財
物
の
費
用
分
に
つ
い
て
は
そ
れ
と
同
等
分
を
追
徴
し
、

売
却
済
み
の
分
に
つ
い
て
は
売
却
に
よ
り
取
得
し
た
元
金
を
買
主
に
払
い
戻

し
、
田
産
の
ほ
う
は
本
来
の
所
有
者
に
返
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
犯
人

か
ら
徴
収
す
る
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
㈲
の
「
各
依
凡
盗
法
」
を
除
き
、
本
分

の
返
還
を
義
務
づ
け
る
の
み
で
、
倍
ま
し
賠
償
を
明
記
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点

に
留
意
し
て
、
㈱
の
条
文
に
目
を
遣
る
と
、
こ
れ
は
同
居
の
卑
幼
が
他
人
を
誘

引
し
て
自
分
の
家
の
財
物
を
盗
ん
だ
と
き
の
規
定
だ
が
、
こ
の
と
き
も
、
卑
幼

が
誘
引
し
た
他
人
（
盗
人
）
に
対
し
て
は
「
倍
償
如
律
」
、
す
な
わ
ち
盗
品
の
倍

額
賠
償
の
責
任
を
負
わ
せ
た
が
、
一
方
、
卑
幼
自
身
に
対
し
て
は
、
実
刑
の
一

等
軽
減
措
置
を
講
じ
、
倍
額
賠
償
の
ほ
う
は
徴
し
な
か
っ
た
と
判
読
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
始
増
田
産
章
を
開
く
と
、
次
の
条
文
が
み
え
る
。

諸
砠
父
母
父
母
倶
亡
、
而
宗
人
非
理
責
子
孫
田
産
者
、
杖
陸
拾
、
麗
試
資
、

追
原
銭
、
還
買
者
、
価
倍
壹
分
、
還
買
者
及
子
孫
各
壹
分
、
田
産
歸
子
孫
、

知
情
買
者
、
失
原
銭
、
若
有
宿
債
、
蕊
宗
人
爲
保
寶
償
之
（
三
七
九
条
）

こ
れ
は
、
親
族
が
祖
父
母
・
父
母
没
後
の
子
孫
（
子
・
孫
）
の
田
産
を
正
当
な

理
由
も
な
く
売
却
し
た
と
き
、
犯
人
に
対
し
、
所
定
の
刑
罰
を
科
す
と
同
時
に
、

一
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原
銭
（
田
産
の
売
却
に
よ
り
取
得
し
た
銭
）
を
買
主
に
返
さ
せ
、
さ
ら
に
原
銭

の
二
倍
分
を
徴
し
て
買
主
と
子
孫
に
半
分
ず
つ
（
原
銭
と
同
額
）
を
支
払
わ
せ
、

か
つ
当
該
物
件
た
る
田
産
を
子
孫
に
返
還
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
非
理
の

物
件
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
購
買
し
た
者
に
は
、
原
銭
は
返
済
さ
れ
な
い

し
、
ま
た
、
祖
父
母
・
父
母
以
来
の
負
債
が
あ
り
、
こ
の
負
債
を
支
払
う
た
め

に
親
族
が
保
証
人
と
な
っ
て
田
産
を
売
却
す
る
と
き
は
、
罪
に
は
該
当
し
な
い
、

〈
調
）

と
い
う
規
定
で
あ
る
。
本
規
定
に
よ
る
と
、
罪
を
犯
し
た
親
族
に
対
し
、
田
産

自
体
を
返
還
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
原
銭
の
倍
額
賠
償
を
も
命
じ
て
お
り
、

子
孫
に
は
田
産
が
返
さ
れ
、
そ
の
『
う
え
原
銭
相
当
分
（
「
壹
分
」
）
が
支
払
わ
れ

る
の
で
あ
り
、
親
族
、
つ
ま
り
宗
人
内
部
の
盗
売
に
お
い
て
も
、
賠
償
の
原
理

が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
推
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
牧
野
巽
氏
は
、
前
掲
諸
条
文
を
は
じ
め
、
黎
律
の
財
産
関
係
諸
規
定

を
吟
味
、
分
析
し
、
黎
朝
の
財
産
所
有
制
は
父
母
家
産
共
有
制
で
あ
り
、
子
が

父
母
の
家
に
同
居
し
て
い
る
間
は
、
家
産
は
父
母
の
所
有
に
属
し
、
子
に
い
っ

さ
い
の
所
有
権
は
な
く
、
子
は
異
居
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
財
産
を
所
有

す
る
に
至
っ
た
と
述
べ
、
唐
律
と
は
異
な
り
、
黎
律
で
は
同
居
（
文
字
通
り
単

な
る
同
居
を
指
す
）
親
間
に
も
盗
罪
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
黎
律
に
お
い

て
は
、
異
居
親
間
の
盗
罪
は
一
般
的
盗
罪
と
同
様
に
見
倣
さ
れ
、
そ
こ
に
は
唐

律
の
ご
と
き
軽
減
の
法
的
措
置
は
講
ぜ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
唐
律
で
は
盗

罪
を
構
成
し
な
か
っ
た
同
居
親
間
の
財
物
盗
用
に
お
い
て
、
黎
律
は
や
や
刑
罰

（
師
）

の
軽
減
す
べ
き
も
の
を
見
出
し
た
と
論
断
さ
れ
た
。
こ
の
論
断
は
、
家
族
・
親

族
間
の
財
産
侵
害
に
お
け
る
賠
償
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
も
参
照
す
べ
き
見

解
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
前
掲
諸
条
文
に
よ
り
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
朝
刑
律

で
は
、
異
居
親
か
ら
同
居
親
ま
で
の
範
囲
内
で
も
、
盗
罪
は
確
か
に
成
立
し
て

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

い
た
か
ら
、
自
ら
こ
の
盗
罪
に
も
実
刑
と
賠
償
の
併
用
が
考
慮
さ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
た
だ
、
家
族
と
か
親
族
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
加
害
者
と
被
害
者
が
同

居
か
別
居
か
の
別
な
ど
に
よ
り
、
財
産
の
侵
害
に
対
す
る
法
の
対
応
の
仕
方
が

異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
掲
諸
条
文
中
、
「
追
還
之
」
「
其
田
還
子
」
「
其
田

産
還
父
母
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
同
居
と
い
う
条
件
を
考
慮
し
て
同
額
賠

償
（
こ
の
と
き
は
現
物
返
還
）
に
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
ミ
フ
し
、
少
な
く
と
も
、

㈲
の
「
減
盗
人
財
壹
等
」
と
㈱
の
「
減
凡
盗
壹
等
」
は
、
実
刑
の
一
等
軽
減
を

示
し
た
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
一
般
の
盗
罪
と
同
じ
倍
額
賠
償

を
徴
収
す
る
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
思
い
巡
ら
す
と
、
父
母
と
同
居
中
の
、
家
産
と
い
う
物
質
的
土
台

を
有
さ
ぬ
子
が
家
族
・
親
族
の
財
産
を
侵
害
し
た
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
子

は
賠
償
の
面
で
（
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
）
有
責
に
行
動
し
得
る
能
力
を
持

た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
自
身
に
対
し
、
倍
ま
し
分
を
要
求
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
そ
れ
故
、
賠
償
は
現
物
返
還
と
い
う
同
額
形
式
に
と
ど
ま
る
の
が

普
通
で
あ
り
、
ま
た
、
他
者
（
異
居
親
を
含
む
）
に
対
し
て
賠
償
が
必
要
な
と

き
は
、
父
も
し
く
は
父
母
な
ど
が
そ
の
子
に
代
わ
っ
て
代
償
責
任
を
果
た
さ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
る
、
７
。
こ
こ
に
一
例
を
も
っ
て
示
す
と
、
親
族
内
部
の

事
例
で
は
な
い
が
、
盗
賊
章
に

諸
子
猶
居
父
母
家
而
爲
盗
者
、
父
以
麗
論
、
爲
劫
者
、
父
以
徒
論
、
重
者

論
加
、
並
代
償
鰄
分
、
若
已
異
居
、
以
罰
麗
論
、
經
官
罰
告
者
、
並
不
坐
、

即
已
告
而
猶
居
其
家
者
、
與
未
告
同
（
四
五
七
条
）

と
あ
っ
て
、
父
母
と
同
居
中
の
子
が
他
人
の
財
産
を
盗
劫
す
る
と
、
父
の
ほ
う

が
処
罰
さ
れ
、
か
つ
、
父
が
子
に
代
わ
っ
て
被
害
者
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
定
め
が
あ
っ
た
。
同
居
中
の
父
が
子
に
代
わ
っ
て
代
償
責
任
を
負

一
一
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う
の
は
、
保
護
者
と
し
て
の
父
の
社
会
的
道
義
責
任
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う

が
、
同
時
に
、
賠
償
額
が
鰄
分
の
償
還
（
「
代
償
鰄
分
」
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
、
財
産
分
与
前
の
子
が
法
的
責
任
能
力
を
充
分
に
有
し
な
い
存
在
と
理

解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
牧
野
氏
の
所
論
と
数
条
の
律
に
誘
導
さ
れ
て
検
討
を
加
え
て

く
る
と
、
国
朝
刑
律
で
は
、
①
親
族
間
に
生
じ
た
財
産
侵
害
に
お
い
て
も
、
倍

額
賠
償
の
原
理
は
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
加
害
者
が
自
己
の
家
産
を
所

有
し
て
お
れ
ば
、
倍
額
賠
償
を
適
用
す
る
こ
と
が
充
分
に
あ
り
得
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
、
②
た
だ
し
、
法
は
、
同
居
か
別
居
か
と
い
う
居
住
形
態
の
差
異
、
財

産
所
有
の
有
無
に
よ
り
、
実
刑
は
も
と
よ
り
、
賠
償
価
額
の
決
定
に
も
一
定
の

配
慮
を
行
っ
て
軽
減
措
置
を
講
じ
、
同
居
親
内
の
犯
罪
に
あ
っ
て
は
、
同
額
賠

償
（
現
物
返
還
）
に
と
ど
め
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
物
質
的
土
台
を

有
し
な
い
加
害
者
の
と
き
は
、
加
害
者
本
人
に
対
し
て
は
現
物
返
還
と
い
う
形

の
同
額
賠
償
を
義
務
づ
け
る
か
、
そ
の
父
母
に
代
当
責
任
を
負
わ
せ
る
か
が
普

通
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
以
上
を
こ
の
問
題
の
結
論
と
し
て
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
よ
ミ
フ
。
い
わ
ゆ
る
私
人
の
法
益
保
護
を
も
重
要
な
目
的
の
一
つ

と
す
る
賠
償
制
は
、
家
族
・
親
族
内
部
の
盗
財
行
為
に
お
い
て
も
完
全
に
無
縁

の
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
倍
額
賠
償
の
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
家
族
・
親
族
間
の
財
産
侵
害
を
論
じ
る
際
に
は
、
別
稿
で

述
べ
た
親
告
制
や
親
族
相
隠
の
問
題
に
も
付
言
す
べ
き
で
あ
り
、
国
法
が
血
縁

集
団
内
部
で
発
生
し
た
盗
犯
を
裁
く
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
制
約
が
あ
り
、

現
実
の
問
題
と
し
て
訴
訟
立
件
が
容
易
で
な
か
っ
た
側
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
原
則
的
問
題
に
触
れ
る
だ
け
と
し
、
他
に
つ
い
て
は

（
詔
）

別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

次
に
、
奴
脾
に
よ
る
主
人
の
財
産
侵
害
に
対
す
る
賠
償
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
朝
刑
律
、
そ
し
て
黎
法
上
の
奴
脾

は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ば
限
定
的
責
任
能
力
を
有
す
る
存
在
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
奴
脾
が
自
己
の
不
法
行
為
に
直
接
的
責
任
を
負
う
場
合
と
、
彼
の

行
為
に
主
人
が
代
当
責
任
を
果
た
す
場
合
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
、
フ
な
奴
脾
の

法
的
責
任
能
力
に
み
ら
れ
る
二
面
的
性
格
は
、
奴
脾
の
い
わ
ゆ
る
人
的
性
質
と

物
的
性
質
の
二
重
性
を
法
的
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
や
や
具
体

的
に
い
え
ば
、
奴
脾
に
み
ら
れ
る
限
定
的
責
任
能
力
は
、
主
人
（
国
家
を
含
む
）

に
よ
る
所
有
の
客
体
、
財
産
の
一
部
で
あ
り
、
か
つ
非
人
格
者
と
見
倣
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
と
い
、
フ
側
面
と
、
や
は
り
人
間
で
あ
り
、
現
実
に
家
族
を
持
ち
、

生
産
の
手
段
と
用
具
を
所
有
な
い
し
占
有
す
る
存
在
と
い
う
側
面
の
両
面
を

包
括
す
る
奴
脾
と
い
、
フ
存
在
形
態
の
法
的
反
映
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
主
人

の
家
産
の
一
部
を
構
成
し
、
自
己
固
有
の
家
産
を
必
ず
所
有
す
る
と
は
か
ぎ
ら

な
い
と
い
う
奴
脾
の
存
在
形
態
は
、
奴
脾
に
よ
る
財
産
侵
害
へ
の
賠
償
の
取
り

扱
い
方
を
規
制
し
、
奴
脾
の
盗
犯
を
一
般
人
の
そ
れ
と
同
等
同
列
に
扱
わ
し
め

な
い
原
因
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
朝
刑
律
は
、
主
奴
関
係
に
お
い
て
、
償

命
銭
や
傷
損
銭
の
支
払
い
を
そ
の
条
文
上
に
い
っ
さ
い
明
記
し
な
か
っ
た
よ
う

に
、
奴
脾
に
よ
る
主
人
の
財
産
侵
害
に
対
し
て
も
、
実
刑
の
ほ
う
は
凡
人
の
同

行
為
よ
り
も
加
重
し
な
が
ら
、
賠
償
に
関
し
て
は
倍
額
賠
償
を
明
記
せ
ず
、
同

額
賠
償
を
記
す
に
と
ど
め
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
奴
脾
が
主
人
の
田
士

を
盗
売
す
る
と
、
次
の
始
増
田
産
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。

諸
奴
脾
盗
實
主
田
土
者
、
杖
娃
拾
、
刺
面
陸
字
、
流
近
州
、
田
土
還
主
、

（
調
）

追
原
銭
、
還
買
者
、
其
買
者
知
情
、
答
伍
拾
、
麗
壹
資
、
追
原
銭
入
官
（
三

八
六
条
）

一
一
一
一
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こ
れ
に
よ
る
と
、
自
己
の
主
人
の
所
有
す
る
田
土
を
盗
売
し
た
奴
脾
に
は
、
凡

人
間
の
田
士
盗
売
よ
り
も
重
い
実
刑
を
科
し
た
が
、
賠
償
に
関
し
て
は
、
主
人

に
当
該
田
土
を
返
還
し
買
主
に
そ
の
原
銭
を
返
す
だ
け
で
、
奴
脾
に
対
し
、
い
っ

さ
い
の
倍
額
賠
償
を
義
務
づ
け
な
か
っ
た
。
現
物
と
原
銭
返
還
の
点
で
は
、
父

母
存
命
中
の
子
が
父
母
の
田
産
を
盗
売
し
た
行
為
や
同
居
親
間
に
お
け
る
卑
幼

の
盗
売
行
為
と
、
ほ
ぼ
同
等
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
条
文
は
、
現
実
の
問
題

と
し
て
容
易
に
起
こ
り
そ
う
で
な
い
犯
罪
を
定
め
た
特
殊
事
例
の
よ
う
に
も
受

け
取
れ
る
が
、
別
の
見
方
を
す
る
と
、
こ
の
種
の
犯
罪
が
現
実
に
発
生
し
、
か

か
る
犯
罪
の
発
生
が
充
分
に
予
想
さ
れ
た
か
ら
刑
律
の
条
文
と
し
て
設
け
ら
れ

た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
理
解
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
条
文
は
、

黎
朝
治
下
の
奴
脾
の
社
会
的
地
位
と
そ
の
活
動
を
検
討
す
る
た
め
の
一
史
料
と

し
て
活
用
で
き
る
と
思
、
フ
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
奴
脾
に
よ
る
主
人
の
田
土
盗

売
の
件
で
は
、
国
朝
刑
律
は
一
般
の
田
士
盗
売
罪
よ
り
も
一
等
以
上
の
刑
を
加

重
し
た
が
（
三
八
二
条
に
定
め
ら
れ
た
一
般
の
田
土
盗
売
罪
に
よ
る
と
、
刑
罰

は
艇
、
一
○
畝
以
上
で
徒
）
、
賠
償
の
ほ
う
は
田
土
の
返
還
、
原
銭
の
追
徴
と
い

う
形
の
同
額
賠
償
に
と
ど
め
た
。
こ
れ
は
、
奴
脾
と
い
う
身
分
の
者
が
主
人
の

財
産
の
一
部
を
形
成
し
、
か
つ
、
全
部
の
奴
脾
が
田
土
の
所
有
者
だ
と
は
い
え

な
か
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
し
ご
く
当
然
の
規
定
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
、
フ
。

こ
う
考
え
て
、
盗
賊
章
を
繰
る
と
、

諸
奴
盗
主
者
、
加
凡
盗
壹
等
、
脾
論
減
（
四
四
一
条
）

（
柵
）

と
い
、
フ
規
定
が
あ
り
、
奴
が
主
人
の
田
士
以
外
の
財
産
（
金
銭
や
動
産
の
類
か
）

を
盗
む
と
、
凡
盗
罪
に
一
等
を
加
え
た
刑
が
科
せ
ら
れ
、
脾
の
同
行
為
に
は
刑

の
量
減
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
と
い
、
フ
。
こ
こ
で
は
「
加
凡
盗
壹
等
」
の
意
味
内

容
が
問
題
で
あ
る
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
加
凡
盗
壹
等
」
は
、
実
刑
の

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

一
等
加
重
を
意
味
し
た
定
め
で
あ
っ
て
、
奴
に
対
し
、
一
般
の
盗
犯
と
同
じ
倍

額
賠
償
ま
で
も
義
務
づ
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
国
朝

刑
律
の
盗
賊
章
に
は
、
「
各
依
凡
盗
法
」
（
四
三
二
条
）
、
「
各
加
凡
盗
壹
等
」
（
四

三
四
条
）
、
「
各
以
凡
盗
論
減
壹
等
」
（
四
三
五
条
）
、
以
凡
盗
論
減
壹
等
」
（
四
三

六
条
）
、
「
以
凡
盗
論
」
（
四
四
四
条
）
等
々
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
形
式
の
行
間
か

ら
倍
額
賠
償
が
読
み
取
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
前
掲
三
八
六
条

の
規
定
と
本
条
文
と
の
相
関
関
係
、
お
よ
び
国
朝
刑
律
中
に
奴
脾
本
人
に
対
し

倍
額
賠
償
を
命
じ
た
規
定
が
見
当
た
ら
な
い
事
実
に
よ
り
、
こ
の
「
加
凡
盗
壹

等
」
は
、
実
刑
の
量
を
凡
盗
の
場
合
よ
り
も
一
等
加
重
す
る
こ
と
を
示
し
た
表

現
で
あ
り
、
奴
に
対
す
る
倍
額
賠
償
の
徴
収
を
も
含
意
す
る
規
定
で
は
な
か
っ

た
、
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

こ
れ
と
は
別
の
条
文
で
あ
る
が
、
同
じ
盗
賊
章
に
、

諸
典
雇
人
盗
典
文
字
者
、
減
凡
盗
参
等
、
倍
壹
分
還
主
（
四
四
八
条
）

（
“
）

と
い
う
簡
略
な
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
典
雇
人
昌
野
＆
弓
雪
（
普
通
、

典
は
人
質
つ
ま
り
担
保
、
雇
は
雇
傭
、
つ
ま
り
人
身
の
賃
貸
借
を
表
わ
す
。
両

（
蛇
）

者
を
合
わ
せ
て
典
雇
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
）
が
契
約
証
書
を
盗
む
と
、
通
常

の
盗
罪
に
適
用
さ
れ
る
刑
に
三
等
を
減
じ
た
刑
を
科
す
が
、
賠
償
に
つ
い
て
は
、

原
則
通
り
、
証
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
と
同
額
分
（
「
壹
分
」
）
を
別
に
典
雇
主

に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
四
八
条
は
、
実
刑
の
量
減
が
直
ち
に
賠
償

の
量
減
に
連
動
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
が
、
こ

の
節
の
課
題
に
限
定
し
て
考
え
る
と
、
典
雇
人
の
犯
行
に
「
倍
壹
分
」
の
責
任

を
負
わ
せ
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
以
外
の
典
雇
人
に
対
す

（
媚
）

る
倍
額
賠
償
例
を
国
朝
刑
律
上
に
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
典
雇
人

（
あ
る
い
は
佃
客
包
轍
邑
穴
言
呂
も
）
は
、
典
雇
主
へ
の
財
産
侵
害
に
お
い
て
倍

一

四
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額
賠
償
の
対
象
と
な
り
得
た
の
で
あ
り
、
賠
償
に
お
け
る
責
任
主
体
と
し
て
法

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
断
じ
て
も
大
過
な
く
、
こ
の
点
で
も
、
典
雇
人

は
、
奴
脾
と
は
異
な
る
法
的
存
在
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

奴
が
他
家
の
財
産
を
盗
む
と
、
奴
の
主
人
は
そ
の
犯
行
事
実
を
官
司
に
陳
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
そ
れ
を
怠
れ
ば
、
主
人
は
処
罰
さ
れ
、
賠
償
の
代

当
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
記
し
た

条
文
は
、
盗
賊
章
に
収
載
さ
れ
た
。

諸
人
家
奴
爲
盗
、
而
主
不
經
官
鈴
告
者
、
麗
伍
資
、
爲
劫
者
、
麗
伍
資
、

罷
職
、
無
官
徒
種
田
兵
、
並
代
償
鰄
分
、
藏
匿
受
財
者
、
與
同
罪
、
即
鈴

告
後
復
容
受
者
、
以
知
情
論
（
四
五
六
条
）

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
主
人
が
官
司
へ
の
陳
告
を
怠
っ
た
た
め
、
主
人
を
処
罰

し
、
賠
償
を
科
す
こ
と
と
し
た
が
、
そ
の
代
償
額
は
鰄
物
分
の
み
で
あ
っ
た
。

唐
律
（
唐
律
疏
議
、
巻
六
、
名
例
、
官
戸
部
曲
の
条
の
疏
議
）
で
は
、
奴
脾
や

部
曲
よ
り
鰄
・
蹟
を
徴
す
べ
き
と
き
は
、
そ
の
奴
脾
や
部
曲
よ
り
徴
し
、
彼
ら

を
使
役
す
る
主
家
の
財
産
か
ら
徴
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
国
朝
刑
律

の
こ
の
条
文
に
よ
る
と
、
主
人
に
よ
る
代
償
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
は
主
人
の
陳
告
義
務
不
履
行
に
よ
る
処
罰
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
条
文
を
も
っ
て
、
常
に
主
人
が
奴
脾
の
た
め
に
代
償
し
て
い
た
証

拠
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
条
文
は
、
前
掲
四
五
七
条
の
、
父
母
と
同
居
中
の
子
が
他

人
の
財
産
を
盗
ん
だ
と
き
の
罰
則
規
定
と
同
一
原
理
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
両
条
文
と
も
、
犯
罪
行
為
の
官
司
へ
の
申
告
を
怠
っ
た
父
母
な
い
し
主

人
に
刑
罰
と
代
償
責
任
を
科
す
と
い
う
の
が
重
要
な
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
両
者

を
対
比
す
る
と
、
同
居
中
の
子
と
奴
と
は
、
父
母
と
主
人
の
保
護
・
支
配
下
に

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

あ
り
、
理
論
的
に
は
、
ど
ち
ら
も
財
産
の
完
全
な
所
有
主
体
と
は
見
倣
さ
れ
ず
、

法
的
責
任
能
力
の
面
で
は
類
似
の
存
在
で
あ
っ
た
。
双
方
の
条
文
に
鰄
物
の
代

償
を
定
め
た
の
は
け
っ
し
て
偶
然
の
こ
と
で
は
な
く
、
し
か
る
べ
き
事
由
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
看
過
し
得
な
い
の
は
、
両
条
文
と
も
に
「
代
償
鰄

分
」
と
あ
っ
て
、
「
倍
壹
分
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
代
償

鰄
分
」
は
、
奴
が
支
払
う
べ
き
賠
償
額
を
主
人
が
文
字
通
り
代
償
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
故
、
か
り
に
主
人
が
奴
の
盗
犯
事
実
の
申
告
手
続
さ
え
済
ま
せ
て

お
け
ば
、
主
人
は
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
奴
自
身
が
被
害
者
に
鰄
分
を
償

う
形
の
賠
償
、
す
な
わ
ち
同
額
賠
償
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。

奴
脾
の
財
産
侵
害
に
対
す
る
賠
償
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
た
め
の
参
考
史
料

は
、
ご
く
限
ら
れ
た
僅
少
の
数
し
か
探
し
出
せ
ず
、
現
在
の
研
究
状
況
で
は
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
明
快
な
断
定
を
下
す
確
た
る
自
信
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

に
紹
介
し
た
些
少
の
条
文
に
対
す
る
吟
味
と
、
奴
脾
の
盗
財
行
為
に
倍
額
賠
償

を
明
記
し
た
規
定
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
事
実
、
お
よ
び
私
人
の
法
益
保
護

を
も
重
視
す
る
賠
償
制
と
い
う
も
の
の
存
在
理
由
、
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ

を
要
約
か
つ
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
雷
７
か
。

①
国
朝
刑
律
は
そ
の
諸
条
文
上
に
奴
脾
へ
の
倍
額
賠
償
を
明
文
化
し
な

か
っ
た
。
こ
の
法
典
は
、
賠
償
に
お
い
て
も
、
奴
脾
を
一
般
人
と
同
等
の
責
任

主
体
と
し
て
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
奴
脾
の
主
人
に
対
す
る
盗

財
行
為
な
ど
に
お
い
て
、
奴
脾
に
対
し
て
倍
額
賠
償
を
命
じ
る
こ
と
は
、
ま
ず

原
則
と
し
て
な
か
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

③
そ
れ
故
、
主
人
に
対
す
る
奴
碑
の
財
産
侵
害
に
お
い
て
適
用
さ
れ
た
賠

償
の
種
類
は
、
現
物
返
還
、
同
額
追
徴
が
普
通
一
般
で
あ
っ
た
。

一

五
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③
奴
脾
な
る
身
分
は
、
黎
朝
の
法
的
規
制
の
枠
内
で
主
人
の
支
配
と
管
理

の
も
と
に
属
す
る
人
格
的
存
在
で
あ
っ
た
故
、
奴
脾
が
他
人
の
財
産
を
侵
害
し

た
場
合
、
そ
の
主
人
が
賠
償
の
代
当
責
任
を
果
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

側
し
か
し
、
国
朝
刑
律
に
奴
脾
の
犯
罪
に
対
す
る
倍
額
賠
償
が
明
記
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
奴
脾
は
倍
額
賠
償
適
用

外
の
存
在
で
あ
っ
た
、
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は
き
わ
め
て
早
計
に
過
ぎ
よ
う
。

こ
の
法
典
に
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
た
と
え
ば
、
奴
脾
同
士
の
盗

財
行
為
に
お
い
て
、
一
方
の
奴
脾
か
ら
倍
額
賠
償
を
徴
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
の
立
証
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
検
討
に
俟
ち
た
い
・

本
稿
の
随
所
で
窺
知
し
得
た
よ
う
に
、
国
朝
刑
律
の
こ
の
種
の
賠
償
制
に
中

国
法
の
影
響
を
看
取
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
。
こ
の
法
典
に
み
ら

れ
る
賠
償
制
の
体
系
化
に
唐
律
疏
議
な
ど
の
倍
鰄
規
定
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
で

あ
ろ
う
し
、
清
明
集
そ
の
他
の
諸
書
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
賠
償
や
、
中
国
実

社
会
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
る
、
フ
よ
う
な
賠
償
慣
行
と
も
無
関
係
で
あ
っ
た
と

（
“
）

は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
体
系
化
が
中
国
法
の
単
純
な
継

受
の
所
産
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
確
実
で
あ
り
、
こ
の
国
の
賠
償
制
は
、
中
国

法
と
の
比
較
的
考
察
だ
け
で
そ
の
全
容
が
解
明
で
き
る
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。

賠
償
制
が
固
有
法
の
強
固
な
存
続
の
一
目
安
に
な
る
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お

い
て
も
御
多
分
に
洩
れ
な
い
が
、
こ
の
国
の
法
で
は
、
そ
れ
が
国
家
の
基
本
的

制
定
法
の
な
か
の
一
核
心
と
し
て
体
系
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
れ
が
単
な
る
遺
制
と
か
存
続
で
は
な
く
、
中
国
法
摂
取
の
過
程
で
洗
練
さ
れ
、

新
た
に
整
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

国
朝
刑
律
の
賠
償
に
関
す
る
諸
規
定
の
考
察
を
基
礎
に
、
ベ
ト
ナ
ム
賠
償
制

の
淵
源
と
発
生
理
由
を
あ
え
て
探
究
す
る
困
難
な
仕
事
も
将
来
の
研
究
課
題
で

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

国
朝
刑
律
の
財
産
侵
害
に
関
す
る
賠
償
制
度
は
、
特
別
の
重
罪
に
命
ぜ
ら
れ

る
財
産
没
収
を
除
け
ば
、
倍
額
（
倍
価
）
、
同
額
（
同
価
）
、
減
額
（
減
価
）
の

あ
ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
の
賠
償
に
対
し
て
も
、
発
生
史
的
に
は
、
私
的
復
譽
に
代

わ
っ
て
被
害
者
の
主
観
的
感
情
を
満
足
さ
せ
る
性
質
を
有
し
て
い
た
、
あ
る
い

は
ま
た
、
自
己
の
財
産
へ
の
権
利
侵
害
的
な
観
念
が
働
い
て
い
た
、
と
い
う
推

考
が
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
無
文
字
社
会
で
行
わ
れ
た
復
讐
に
は
、
権
利

感
情
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
支
配
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に

お
い
て
醇
化
さ
れ
て
今
日
の
損
害
賠
償
の
制
度
と
な
り
、
権
利
の
概
念
の
構
成

と
も
な
っ
て
き
た
と
巨
視
的
に
概
観
し
、
権
利
の
侵
害
が
刑
罰
・
續
銅
お
よ
び

（
妬
）

損
害
賠
償
の
発
生
原
因
に
な
っ
た
、
と
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム

の
賠
償
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
権
利
侵
害
の
意
識
の
存
否
を
論
じ
る
た
め
に

は
、
な
お
し
ば
ら
く
の
熟
考
が
肝
要
で
あ
る
、
フ
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
七
世
紀
以
降
の
村
社
で
一
般
的
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
郷
約
言
ｄ
》
長
貝
ｑ
ｏ
の
な
か
に
、
郷
約
の
違
犯
者
に
対
し
、
頭
髪
を
剃

〈
妬
）

る
身
体
刑
な
ど
と
と
も
に
、
罰
銭
や
賠
償
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

賠
償
は
国
家
の
基
本
法
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
国
朝
刑
律
の
賠
償
制
は
、

人
々
の
実
生
活
に
深
く
か
か
わ
る
郷
約
の
類
と
も
無
縁
の
存
在
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
よ
う
に
両
者
は
か
か
ず
ら
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

問
題
も
、
こ
の
法
典
が
賠
償
制
を
重
視
し
た
理
由
と
と
も
に
、
改
め
て
考
究
す

（
卿
）

べ
き
課
題
で
あ
る
、
フ
。

む
す
び

一
一
ハ
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三
種
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
国
朝
刑
律
二
八
条
の
倍
鰄
律
は
、
鰄
罪
に
対
す
る
賠
償
額
を
定
率
で
算

定
す
る
方
式
を
採
用
し
、
官
私
と
い
う
財
産
の
所
属
別
に
よ
り
算
定
の
基
準
と

な
る
比
率
に
差
等
を
設
け
、
故
意
犯
と
再
犯
に
は
そ
の
比
率
を
加
重
し
、
正
鰄

分
を
除
く
「
倍
分
」
の
当
事
者
ら
へ
の
配
分
基
準
を
規
定
し
、
さ
ら
に
、
財
物

授
受
の
両
当
事
者
に
罪
が
あ
る
場
合
と
原
主
不
在
の
場
合
に
は
、
賠
償
金
を
官

司
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
基
本
規
定
で
あ
る
。
こ
の
基
本
規
定

が
単
な
る
文
言
で
は
な
く
、
実
際
に
機
能
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
国
朝

刑
律
の
数
々
の
罰
則
規
定
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
賠
償
額
を
示
す
「
壹
分
」
「
気
分
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
は

一
○
分
の
一
、
一
○
分
の
二
の
意
で
は
な
く
、
一
倍
・
二
倍
の
意
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
、
た
と
え
ば
「
倍
壹
分
」
と
は
、
正
鰄
自
体
の
返
還
と
は
別
に
、

こ
れ
と
同
額
分
を
賠
償
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賠
償
の
定
率
算

定
方
式
は
、
そ
の
始
原
を
黎
代
よ
り
も
以
前
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
法
典
で
は
、
こ
の
「
倍
壹
分
」
形
式
以
外
に
、
「
倍
」
や
「
倍
償
」

の
語
を
も
っ
て
倍
額
賠
償
を
定
め
る
書
式
も
併
用
さ
れ
た
。

②
同
額
賠
償
は
、
他
人
の
財
産
に
与
え
た
穀
損
・
消
粍
分
の
補
償
、
盗
品

と
同
額
・
同
価
値
分
の
追
徴
な
ど
を
そ
の
内
容
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
盗
品

の
単
純
な
取
り
上
げ
、
す
な
わ
ち
現
物
返
還
を
も
こ
の
範
嶬
に
含
め
て
論
じ
て

み
た
。
こ
れ
ら
の
賠
償
を
示
す
と
き
に
は
、
主
と
し
て
「
償
」
「
追
償
」
「
還
」

「
追
」
の
諸
語
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
同
額
賠
償
は
、
一
般
に
通
常
の
公
私
物

の
破
損
・
遺
失
な
ら
び
に
消
費
に
適
用
さ
れ
、
明
確
な
不
法
領
得
の
意
思
が
前

も
っ
て
見
当
た
ら
な
い
よ
う
な
財
産
侵
害
行
為
、
官
吏
の
公
罪
そ
の
他
、
に
適

用
さ
れ
た
。
実
刑
の
量
を
加
減
す
る
と
き
に
考
盧
さ
れ
た
公
罪
と
私
罪
の
別
、

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

犯
人
の
心
理
状
態
や
犯
罪
の
態
様
と
い
っ
た
諸
条
件
も
、
賠
償
額
を
定
め
る
際

に
勘
案
さ
れ
た
。

こ
の
法
典
の
な
か
で
は
、
減
額
賠
償
は
、
家
畜
の
殺
傷
に
適
用
さ
れ
、
そ
の

他
、
共
犯
と
か
従
犯
の
ご
と
き
犯
人
か
ら
も
徴
収
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
犯
人

に
ま
で
賠
償
範
囲
を
拡
げ
た
こ
と
は
、
こ
の
法
典
の
賠
償
制
が
単
な
る
実
刑
の

付
属
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

③
国
朝
刑
律
に
記
さ
れ
た
財
産
侵
害
に
対
す
る
賠
償
は
、
家
族
・
親
族
関

係
と
主
奴
関
係
の
範
囲
内
で
も
無
縁
の
制
度
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者

の
分
類
し
た
三
種
の
賠
償
が
各
々
の
範
囲
内
で
等
し
く
機
能
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
血
縁
集
団
間
に
せ
よ
、
主
奴
間
に
せ
よ
、
現
物
返
還
の
ご
と
き
が

こ
れ
ら
の
間
で
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
倍
額
賠
償
の
ほ
、
フ
は
、
右

記
の
範
囲
内
で
は
完
全
に
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
家
族
・
親
族
間
の
財
産

侵
害
に
お
い
て
は
、
法
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
居
住
形
態
、
つ
ま
り
同
居
と

別
居
、
同
財
と
異
財
の
別
を
現
実
の
問
題
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

物
的
土
台
を
有
し
な
い
、
父
母
の
保
護
下
に
あ
る
加
害
者
自
身
か
ら
倍
額
の
よ

う
な
賠
償
を
徴
収
す
る
の
は
無
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
加
害
者
に
対
し
て

は
現
物
返
還
を
命
じ
、
そ
の
父
母
ら
に
代
当
責
任
を
負
わ
せ
、
被
害
者
の
法
益

を
保
護
す
る
方
途
も
講
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
主
人
に
対
す
る
奴
脾
の
盗

財
行
為
に
お
い
て
も
、
加
害
者
た
る
奴
脾
に
倍
額
賠
償
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
こ
の
場
合
も
、
同
居
中
の
卑
幼
と
同
様
、
現
物
返
還
が
普
通
一
般

で
あ
っ
た
ろ
う
。
第
三
者
に
対
す
る
奴
脾
の
盗
財
行
為
に
対
し
て
は
、
そ
の
主

人
が
賠
償
の
代
当
責
任
を
負
う
こ
と
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

だ
が
、
奴
脾
同
士
の
盗
犯
で
倍
額
賠
償
が
徴
せ
ら
れ
た
こ
と
も
想
定
不
可
能
で

は
な
い
か
ら
、
い
ま
の
分
析
段
階
で
、
奴
脾
が
倍
額
賠
償
と
無
縁
の
身
分
で
あ
っ

■■■■■■■■■■■

七
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た
と
安
易
に
割
り
切
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
国
朝
刑
律
に
み
え
る
財
産
侵
害
に
関
す
る
賠
償
制
の
仕
組
や
内

容
に
つ
い
て
繧
述
し
て
き
た
が
、
前
節
ま
で
の
考
察
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

疑
問
点
と
未
解
決
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
追
究
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

（
１
）
仁
井
田
陞
『
中
国
法
制
史
研
究
刑
法
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
。
補
訂
、

一
九
八
○
）
三
五
六
頁
。
そ
の
他
、
同
書
、
三
五
一
’
三
五
五
頁
も
参
照
。

（
２
）
島
田
正
郎
『
東
洋
法
史
』
（
明
好
社
、
一
九
七
○
）
二
一
七
頁
。

（
３
）
仁
井
田
陞
、
前
掲
書
、
三
七
一
頁
。

（
４
）
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
国
籠
》
諦
隷
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
）
一
八
七
頁
。

唐
の
鰄
罪
に
関
し
て
は
、
滋
賀
秀
三
氏
が
訳
註
し
た
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
に
学
ぶ
。

倍
鰄
に
関
し
て
は
、
同
書
以
外
に
、
仁
井
田
陞
、
前
掲
書
、
二
五
一
’
二
五
二
頁
、
会

田
範
治
『
唐
律
及
び
養
老
律
の
名
例
律
梗
概
』
（
有
信
堂
、
一
九
六
四
）
六
五
’
七
一
、

九
八
各
頁
。
西
田
太
一
郎
『
中
国
刑
法
史
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
）
二
一
三

’
二
一
二
頁
、
等
々
参
照
。

（
５
）
歴
朝
憲
章
類
誌
、
巻
三
四
、
刑
律
誌
、
刑
法
名
例
之
別
に
収
載
さ
れ
た
同
条
文
に
は
、

「
係
官
鰄
」
を
「
係
官
三
」
、
「
係
故
意
」
を
「
係
固
意
」
、
「
則
入
官
」
を
「
則
入
駐
」

と
誤
記
し
、
「
係
雑
犯
舳
」
の
「
係
」
の
一
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
歴
朝
憲
章
類
誌
は

東
洋
文
庫
と
パ
リ
・
ア
ジ
ア
協
会
の
各
所
蔵
本
に
よ
る
。

（
６
）
国
朝
刑
律
に
よ
る
と
、
燈
火
銭
や
紙
銭
な
ど
の
名
目
の
諸
銭
が
訟
人
か
ら
徴
収
さ
れ

た
。
断
獄
章
「
諸
獄
監
・
獄
橡
索
燈
火
及
紙
銭
怯
霊
暉
噸
過
分
者
、
伍
阻
以
上
、
答
伍
拾
、

麗
壹
資
、
壹
貫
以
上
、
麗
試
資
、
多
者
論
加
、
倍
銭
還
訟
（
人
）
」
（
七
一
七
条
）
。
そ

の
他
、
黎
代
の
裁
判
・
訴
訟
に
お
い
て
、
各
種
の
名
目
で
銭
を
徴
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
歴
朝
憲
章
類
誌
（
巻
三
八
、
刑
律
誌
、
勘
訟
事
例
之
律
）
、
詞
訟
条
例
、
景
興
条

律
お
よ
び
国
朝
詔
令
善
政
等
の
諸
書
に
収
め
ら
れ
た
条
例
・
条
文
を
参
照
す
べ
き
で

あ
る
。
一
度
、
‐
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

（
７
）
三
○
三
条
（
戸
婚
章
）
、
三
四
五
条
（
田
産
章
）
、
三
五
一
条
（
同
章
）
、
三
七
二
条
（
同

章
）
、
四
五
一
条
（
盗
賊
章
）
、
四
五
五
条
（
同
章
）
、
六
一
三
条
（
雑
律
章
）
、
六
一
四

条
（
同
章
）
。
倍
鰄
分
以
外
の
も
の
で
告
者
の
賞
に
充
て
た
事
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

省
略
す
る
。

（
８
）
私
的
個
人
の
財
産
を
不
法
取
得
し
た
と
き
に
賠
償
金
な
ど
を
入
官
さ
せ
た
事
例
と
し

て
、
一
三
八
条
（
違
制
章
）
、
四
六
二
条
（
盗
賊
章
）
、
五
八
○
条
（
雑
律
章
）
、
そ
れ

に
天
南
余
暇
集
、
条
律
、
洪
徳
五
年
の
禁
私
和
令
と
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
、
・
正
編
、
巻

四
二
、
黎
顕
宗
癸
未
景
興
二
十
四
年
（
一
七
六
三
）
秋
七
月
の
条
参
照
。

（
９
）
両
四
昌
昌
ｏ
ｐ
Ｑ
ｐ
①
ざ
易
国
｝
》
《
《
伊
画
旨
豊
８
Ｑ
画
ご
里
》
戸
口
ｇ
ｇ
シ
ロ
ロ
四
目
・
弓
３
口
月
忌
○
口
ｇ

ｏ
ｏ
目
日
９
国
言
ｇ
ｏ
ｏ
号
忌
ご
ゞ
国
弔
両
○
ゞ
員
》
ご
ｓ
、
ｇ
』
届
‐
匡
浄

（
帥
）
も
弓
四
コ
困
匡
望
○
ゴ
ロ
ゞ
偏
吋
号
自
ざ
心
麓
吊
麹
唾
苫
○
蚕
壁
さ
画
薑
ぬ
い
。
負
○
寄
舜
目
心
己
畠
．
困
竿
。
ｇ
・

骨
の
③
骨
》
骨
『
。
』
四
四
》
』
一
ｍ
。

（
ｕ
）
ｇ
ｏ
ｚ
圏
Ｃ
目
眉
．
ぐ
耳
く
ぎ
冨
習
》
ｚ
瞥
渤
邑
甥
国
腎
》
曾
浮
ご
識
壁
顛
薑

偏
麓
食
へ
国
冒
琴
偏
壁
ミ
自
藪
心
震
い
⑧
》
の
獣
Ｉ
ｍ
ａ
口
》
ご
詔
》
言
電
》
皀
．
ｚ
ｍ
匡
昌
耐
邑
ｚ
ｍ
ｏ
ｏ

西
匡
鴛
《
Ｆ
の
ｏ
ｏ
Ｑ
の
Ｑ
①
の
Ｐ
の
ｘ
Ｃ
宮
◎
ｏ
弓
凰
の
匡
国
ご
彦
伊
匡
鐸
》
◎
宮
《
伊
○
厨
勺
小
口
堅
＄
Ｑ
の

毎
口
望
邑
開
は
硯
ｚ
ｇ
さ
邑
塾
用
》
ご
》
国
雷
同
○
・
円
※
ぐ
旨
』
》
こ
ぎ
も
』
認
．
そ
の
他
、
次

の
文
献
も
参
照
。
く
画
く
蟹
冨
習
》
＆
‐
偏
塁
豆
惠
哩
ｌ
之
ｇ
魯
冒
さ
ざ
肉
謀
。
・
晉
静
ロ

吾
野
困
鼠
》
の
蟹
ｌ
”
・
口
》
己
弓
》
言
．
届
Ｐ
望
①
ロ
ゴ
①
邑
国
昌
○
宮
ご
い
《
一
目
毒
の
伊
四
尋
旦

勺
３
℃
閂
匂
四
口
・
固
喜
①
も
３
３
頤
呉
ご
閉
邑
昌
旨
ぬ
ぐ
厨
９
画
目
打
Ｐ
⑪
口
望
己
路
ご
》
崖
易
ｌ

ご
麗
冨
．
ご
麓
ミ
ミ
ミ
津
吻
曽
苫
配
冴
さ
こ
』
〒
岸
ご
認
も
．
こ
．

（
岨
）
仁
井
田
陞
、
前
掲
書
、
五
八
九
頁
。

（
過
）
中
国
法
制
史
上
の
「
分
」
の
用
法
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
仁
井
田
陞
氏
が
『
中
国

法
制
史
研
究
法
と
慣
習
・
法
と
道
徳
』
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
。

補
訂
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
）
三
七
八
頁
に
お
い
て
、
「
唐
及
び
宋
初
の
雑

令
、
又
は
唐
六
典
に
見
え
る
「
分
」
は
１
－
川
つ
ま
り
今
日
一
般
に
用
い
ら
れ
る
「
分
」

と
同
義
で
あ
る
が
、
慶
元
令
及
び
前
掲
清
明
集
に
見
え
る
「
分
」
は
１
面
で
あ
っ
て
、

今
日
の
「
割
」
に
相
當
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
分
」
に
對
し
て
１
－
Ⅷ
を
あ
ら
わ
す
の
が
、

慶
元
令
に
見
え
る
蘆
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
慶
元
条
法
事
類
に
は
、
「
諸
構
分
者
、

一

一

ノL
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以
十
分
爲
率
」
の
名
例
勅
が
散
見
す
る
。
国
朝
刑
律
、
倍
鰄
律
の
「
分
」
の
用
法
は
、

こ
れ
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
、
フ
。

（
Ｍ
）
「
参
分
之
壹
（
三
分
之
壹
）
」
’
八
八
条
（
衛
禁
章
）
、
四
一
○
条
（
姦
通
章
）
、
四
二

条
（
盗
賊
章
）
、
四
二
六
条
（
同
章
）
、
四
二
九
条
（
同
章
）
、
五
三
四
条
（
詐
偽
章
）
、

五
七
八
条
（
雑
律
章
）
、
六
一
三
条
（
同
章
）
、
六
一
六
条
（
同
章
）
、
七
○
四
条
（
断

獄
章
）
。
「
拾
分
之
壹
」
’
二
五
条
（
名
例
章
）
、
三
○
条
（
同
章
）
、
三
○
三
条
（
戸
婚

章
）
、
四
五
五
条
（
盗
賊
章
）
。
「
拾
分
之
試
」
’
三
七
二
条
（
田
産
章
）
。
「
載
拾
分
之

壹
」
’
三
八
八
条
（
増
補
香
火
令
）
、
三
九
○
条
（
同
令
）
、
三
九
一
条
（
同
令
）
。
「
参

拾
分
之
壹
」
’
二
五
条
（
名
例
章
）
。
「
削
壹
分
」
’
三
四
六
条
（
田
産
章
）
。
「
減
伍
分
」

’
三
一
条
（
名
例
章
）
。
「
減
失
捌
分
」
’
五
五
三
条
（
雑
律
章
）
。
「
償
捌
分
」
’
五
五

三
条
（
雑
律
章
）
。
「
減
参
分
」
’
四
八
二
条
（
闘
訟
章
）
。
「
出
半
分
」
’
二
八
五
条
（
戸

婚
章
）
。
「
減
・
・
・
…
半
分
」
’
三
八
一
条
（
始
増
田
産
章
）
。
「
入
・
・
：
・
・
半
分
」
’
四
二
五

条
（
盗
賊
章
）
。
「
謝
折
半
分
」
’
四
七
三
条
（
闘
訟
章
）
。
「
追
…
…
半
分
」
’
四
一
○

条
（
姦
通
章
）
、
四
九
四
条
（
闘
訟
章
）
、
四
九
八
条
（
同
章
）
、
等
々
参
照
。

（
妬
）
ベ
ト
ナ
ム
に
隣
接
す
る
西
双
版
納
の
俸
族
の
法
に
記
さ
れ
た
盗
窃
規
定
に
、
盗
犯
に
お

い
て
も
、
定
額
罰
金
の
ほ
か
、
一
倍
か
ら
一
○
倍
ま
で
の
賠
償
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

雲
南
省
編
輯
委
員
会
編
『
俸
族
社
会
歴
史
調
査
（
西
双
版
納
之
三
）
』
（
雲
南
民
族
出
版

社
、
一
九
八
三
）
三
一
’
三
二
頁
。

（
賂
）
黎
朝
の
文
献
で
は
、
国
朝
洪
徳
年
間
例
諸
供
体
式
、
雑
類
に
「
一
、
流
居
他
郷
、
引
應

在
人
回
郷
、
斬
伐
竹
木
、
穀
家
寺
館
等
物
、
投
告
、
以
一
償
十
、
杖
八
十
、
謝
如
律
」

と
い
う
珍
し
い
条
文
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
類
例
の
な
い
書
式
が
み
え
る
。
こ
れ
は
一
○

倍
返
し
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
国
朝
詔
令
善
政
、
巻
五
、
兵
属
、
丁
未

景
治
五
年
（
一
六
六
七
）
夏
五
月
の
戒
管
兵
苛
虐
令
に
も
、
「
…
…
而
建
行
横
捉
者
、

査
得
銀
銭
一
分
、
則
收
償
倍
十
分
、
…
…
」
と
あ
る
。

（
Ⅳ
）
前
注
に
同
じ
。
こ
れ
以
外
に
、
国
朝
詔
令
善
政
、
巻
五
、
兵
属
、
丁
未
景
治
五
年
秋
七

月
の
禁
管
兵
留
房
男
兵
令
に
も
、
「
（
前
略
）
凡
其
所
取
ム
肚
男
兵
房
銭
若
干
、
輕
者
以

一
倍
收
其
十
、
重
者
收
此
兵
民
、
以
懲
玩
法
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
一
○
倍
賠
償
を
命

じ
た
法
令
が
み
え
る
。

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

（
岨
）
安
南
志
略
を
仏
訳
し
た
サ
ン
ソ
ン
氏
は
、
「
一
償
九
分
」
を
、
盗
品
の
価
値
の
一
○
分

の
九
を
支
払
う
意
に
解
し
、
同
書
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
書
は
、
一
に
対
し
九
を
償
う
九
倍

返
し
の
意
に
訳
出
し
、
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ブ
イ
氏
も
、
ド
ゥ
ル
ス
タ
ル
氏
の
解
釈
を

批
判
し
、
こ
の
部
分
も
九
倍
返
し
の
意
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
か
つ
て
筆
者
は
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
「
盗
物
の
十
分
の
九
を
賠
償
さ
せ
る
」
こ
と
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、

国
朝
刑
律
を
吟
味
、
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
を
九
倍
ま
し
の
意
に
解
す
る
ほ
う
が
よ
り

妥
当
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
・
旧
稿
の
解
釈
を
訂
正
し
て
お
き
た
い
・
○
四
三
房
霊
旨
‐

の
○
画
》
員
習
苫
苫
ｌ
之
冨
苫
ｌ
己
尋
？
い
き
、
ミ
、
ミ
。
ミ
吻
覺
黄
、
淳
苫
苫
ロ
ミ
・
液
冨
眉
》
屍
霊
》

己
圭
電
．
』
苫
ｌ
苫
員
ミ
ー
雲
や
ご
き
ざ
端
到
引
暴
．
起
急
．
貢
殿
団
．
２
個
鴬
ざ
員
増
ら

函
曼
９
．
・
鼻
も
．
腰
耐
．
拙
稿
「
陳
朝
刑
法
雑
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
四
編
九
号
、
一

九
七
五
）
四
○
頁
。

（
岨
）
「
倍
償
銭
物
還
民
」
’
一
八
六
条
（
違
制
章
）
。
「
倍
償
如
律
」
’
一
九
三
条
（
違
制
章
）
、

三
七
○
条
（
田
産
章
）
、
四
四
○
条
（
盗
賊
章
）
。
「
倍
償
所
減
削
如
律
」
’
二
○
五
条

（
違
制
章
）
。
「
倍
還
鴫
財
」
’
三
一
五
条
（
戸
婚
章
）
。
「
倍
償
還
民
」
’
三
二
八
条
（
戸

婚
章
）
。
「
倍
追
其
粟
」
’
三
四
六
条
（
田
産
章
）
、
天
南
余
暇
集
》
条
律
の
光
順
六
年

の
条
。
「
倍
其
穀
分
」
’
三
六
○
条
（
田
産
章
）
。
「
倍
其
穀
還
之
」
’
三
六
一
条
（
田

産
章
）
。
「
追
倍
償
剰
分
如
法
」
’
五
六
○
条
（
雑
律
章
）
。
「
倍
所
損
費
」
’
五
六
七
条

（
雑
律
章
）
。
「
反
倍
所
償
」
’
五
八
九
条
（
雑
律
章
）
。
「
追
倍
償
如
律
」
’
六
○
一
条

（
雑
律
章
）
。
「
倍
銭
還
訟
」
’
七
一
七
条
（
断
獄
章
。
「
倍
銭
還
訟
人
」
が
正
確
）
。
そ

の
他
、
「
倍
償
所
損
物
」
’
五
五
九
条
（
雑
律
章
）
、
「
倍
償
如
法
」
’
五
六
三
条
（
同

章
）
、
「
倍
償
如
之
」
’
五
八
四
条
（
同
章
）
、
等
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
用
例
の
全

部
を
倍
額
賠
償
と
断
定
す
る
に
は
、
な
お
厳
密
な
吟
味
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

全
体
と
し
て
、
国
朝
刑
律
が
「
倍
」
「
倍
償
」
の
語
を
加
倍
・
倍
額
賠
償
の
意
味
に
用

い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
』
フ
。

国
朝
刑
律
以
外
の
文
献
で
は
、
前
記
天
南
余
暇
集
の
条
律
の
光
順
六
年
条
と
と
も

に
、
大
越
史
記
続
編
、
黎
紀
、
顕
宗
癸
未
景
興
二
十
四
年
（
一
七
六
三
）
「
菱
廷
絢
有

罪
、
免
官
、
廷
絢
提
調
又
安
場
、
隠
匿
士
人
、
續
納
通
經
銭
二
千
餘
絹
、
爲
糾
察
官
所

訴
、
坐
落
職
、
倍
收
鰄
銭
入
官
」
（
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
、
正
編
、
巻
四
二
、
同
年
秋

一

九
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七
月
の
条
に
も
同
文
）
も
倍
額
賠
償
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
洪
徳
善
政
、
淫
奔
人

妻
、
通
好
師
妻
、
女
有
外
情
の
各
三
条
に
記
す
「
田
産
倍
還
其
夫
」
は
、
国
朝
刑
律
、

国
朝
洪
徳
年
間
例
諸
供
体
式
、
天
南
余
暇
集
な
ら
び
に
故
黎
律
例
に
収
録
さ
れ
た
同

趣
旨
の
条
文
に
は
、
「
倍
」
の
字
が
な
い
。
洪
徳
善
政
の
「
倍
」
は
不
要
で
あ
り
、
こ

れ
を
倍
額
賠
償
の
用
例
と
見
倣
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
別
）
私
的
所
有
に
か
か
わ
る
財
産
類
へ
の
侵
害
行
為
の
用
例
と
し
て
は
、
二
八
○
条
（
軍
政

章
）
、
三
二
五
条
（
戸
婚
章
）
、
三
二
六
条
（
同
章
）
、
四
四
五
条
（
盗
賊
章
）
、
四
四
六

条
（
同
章
）
、
四
四
八
条
（
同
章
）
、
五
三
○
条
（
詐
偽
章
）
、
五
八
四
条
（
雑
律
章
）
、

六
○
一
条
（
同
章
）
、
六
○
三
条
（
同
章
）
参
照
。

公
的
所
有
に
か
か
わ
る
財
産
類
へ
の
侵
害
行
為
の
用
例
と
し
て
は
、
二
五
三
条
（
軍

政
章
）
、
二
七
○
条
（
同
章
）
、
三
二
七
条
（
戸
婚
章
）
、
三
五
一
条
（
田
産
章
）
、
四
三

一
条
（
盗
賊
章
）
、
四
三
三
条
（
同
章
）
、
四
三
八
条
（
同
章
）
、
五
四
○
条
（
詐
偽
章
）
、

六
○
一
条
（
雑
律
章
）
、
六
一
四
条
（
同
章
）
参
照
。

（
別
）
「
備
償
」
’
五
三
五
条
（
詐
偽
章
）
。
「
償
本
分
」
’
二
七
○
条
（
軍
政
章
）
、
五
七
九
条

（
雑
律
章
）
。
「
追
償
本
分
」
’
五
七
九
条
（
雑
律
章
）
。
「
追
償
還
官
」
’
二
六
二
条
（
軍

政
章
）
。
「
償
其
所
損
」
’
五
八
一
条
（
雑
律
章
）
、
五
九
六
条
（
同
章
）
、
六
二
一
条
（
同

章
）
、
六
三
五
条
（
同
章
）
。
「
計
所
穀
責
償
修
完
如
法
」
’
六
三
一
条
（
雑
律
章
）
。
「
償

依
所
損
」
’
六
三
四
条
（
雑
律
章
）
。
「
償
其
穀
分
」
’
三
六
一
条
（
田
産
章
）
。
代
償

本
分
」
’
五
九
○
条
（
雑
律
章
）
。
「
其
物
還
寺
」
’
二
八
九
条
（
戸
婚
章
）
。
「
追
還
之

検
察
」
（
「
検
察
」
は
不
要
の
語
か
）
’
二
九
二
条
（
戸
婚
章
）
。
「
追
…
…
還
之
」
’
四

（
数
）

六
○
条
（
盗
賊
章
）
。
「
追
其
物
還
軍
民
」
’
三
○
○
条
（
戸
婚
章
）
。
「
追
所
檀
欽
還
民
」

’
三
二
五
条
（
戸
婚
章
）
。
「
奪
其
分
」
’
三
五
四
条
（
田
産
章
）
。
そ
の
他
、
「
有
償
鰄

者
、
則
追
干
庄
主
」
’
四
五
五
条
（
盗
賊
章
）
、
「
代
償
鰄
分
」
’
四
五
六
条
（
盗
賊
章
）
、

四
五
七
条
（
同
章
）
、
六
五
一
条
（
捕
亡
章
）
と
い
う
形
式
の
用
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら

四
例
は
、
い
ず
れ
も
鰄
、
す
な
わ
ち
盗
な
ど
の
不
正
手
段
で
取
得
し
た
物
品
、
も
し
く

は
こ
れ
と
同
価
値
分
を
償
わ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
あ
と
の
三
例
は
そ
れ
を

他
人
に
代
償
さ
せ
る
意
で
あ
る
。
な
お
、
「
償
」
を
倍
額
賠
償
の
意
に
用
い
た
例
と
し

て
、
四
四
五
条
（
盗
賊
章
）
の
「
償
如
之
」
が
あ
る
。
こ
の
「
償
」
が
「
倍
償
」
の
意

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

で
あ
る
こ
と
は
、
条
文
の
前
段
部
分
と
の
関
連
か
ら
判
断
し
て
明
白
で
あ
る
。

（
塊
）
財
産
侵
害
に
対
す
る
同
額
賠
償
の
事
例
は
、
二
六
二
条
（
軍
政
章
）
、
二
七
○
条
（
同

章
）
、
二
八
九
条
（
戸
婚
章
）
、
二
九
二
条
（
同
章
）
、
三
○
○
条
（
同
章
）
、
三
二
五
条

（
同
章
）
、
三
六
一
条
（
田
産
章
）
、
三
六
七
条
（
同
章
）
、
四
五
五
条
（
盗
賊
章
）
、
五

六
○
条
（
雑
律
章
）
、
五
六
三
条
（
同
章
）
、
五
七
九
条
（
同
章
）
、
五
八
○
条
（
同
章
）
、

五
八
一
条
（
同
章
）
、
五
九
九
条
（
同
章
）
、
六
二
一
条
（
同
章
）
、
六
三
一
条
（
同
章
）
、

六
三
四
条
（
同
章
）
、
六
三
五
条
（
同
章
）
等
の
諸
条
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
、
田
土
の
売
買
に
対
す
る
当
該
田
土
返
還
の
例
と
し
て
、
三
四
二
条
（
田
産
章
）
、

三
七
七
条
（
始
増
田
産
章
）
、
三
七
八
条
（
同
章
）
、
三
八
六
条
（
同
章
）
参
照
。

（
羽
）
五
八
一
条
と
同
一
内
容
の
条
文
を
唐
明
律
に
見
出
し
得
な
い
が
、
こ
れ
に
関
連
が
あ

る
条
文
を
探
せ
ば
、
唐
律
疏
議
、
巻
一
五
、
厩
庫
、
官
私
畜
損
食
物
、
明
律
、
巻
一
六
、

兵
律
、
厩
牧
、
宰
殺
馬
牛
の
両
条
で
あ
ろ
う
か
。
三
六
一
条
に
記
さ
れ
た
「
倍
」
は
倍

ま
し
を
示
し
、
「
償
」
は
同
額
を
補
償
す
る
意
で
あ
る
。
五
七
九
条
は
、
唐
律
疏
議
、

巻
二
六
、
雑
律
、
受
寄
物
費
用
の
条
文
を
継
受
し
、
こ
れ
に
典
雇
ん
に
関
す
る
部
分
な

ど
を
少
し
く
補
充
・
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
別
）
本
条
文
は
唐
律
疏
議
、
巻
一
三
、
戸
婚
、
差
科
賦
役
違
法
の
条
を
見
本
に
し
て
作
成
さ

れ
た
。
無
論
、
刑
名
と
量
刑
は
異
な
る
。
末
尾
の
「
倍
償
壹
分
」
は
、
唐
律
疏
議
に
よ

る
と
、
「
至
死
者
加
役
流
」
で
あ
っ
た
。

（
妬
）
三
二
五
条
と
同
様
に
、
公
私
の
別
を
考
慮
し
て
賠
償
額
を
定
め
た
条
文
と
し
て
、
た
と

え
ば
六
三
九
条
（
雑
律
章
）
が
あ
る
。

（
鮒
）
仁
井
田
陞
、
前
注
（
１
）
掲
書
、
三
六
六
頁
。

（
”
）
五
五
三
条
の
原
型
は
、
唐
律
疏
議
、
巻
二
六
、
雑
律
、
城
内
街
巷
走
車
馬
の
条
で
あ
り
、

注
の
な
か
の
減
価
の
比
率
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
書
、
巻
一
五
、
厩
庫
、
故
殺
官
私
馬

牛
の
条
に
掲
げ
ら
れ
た
疏
議
の
文
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
殺
傷
畜

産
者
、
償
所
減
慣
」
は
、
唐
律
疏
議
の
注
の
部
分
で
あ
る
。
唐
律
疏
議
は
、
「
無
故
走

馬
者
」
を
「
無
故
走
車
馬
」
、
「
杖
陸
拾
」
を
「
答
五
十
」
と
定
め
、
こ
の
点
、
国
朝
刑

律
と
少
し
異
同
が
あ
る
。
明
律
、
巻
一
六
、
兵
律
、
腰
牧
、
宰
殺
馬
牛
と
同
書
、
巻
一

九
、
刑
律
、
人
命
、
車
馬
殺
傷
人
の
両
条
に
も
関
連
す
る
規
定
が
収
め
ら
れ
た
が
、
形

二

○
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式
・
内
容
と
も
に
唐
律
の
条
文
を
踏
襲
し
た
と
解
し
て
よ
い
。

（
邪
）
四
二
九
条
は
、
唐
律
疏
議
、
巻
一
九
、
賊
盗
の
強
盗
と
窃
盗
の
両
条
を
参
照
し
た
の
で

あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
独
自
の
規
定
に
近
い
形
式
と
内
容
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
明

律
、
巻
一
八
、
刑
律
、
賊
盗
の
白
昼
槍
奪
や
窃
盗
の
諸
条
を
参
照
し
た
具
体
的
痕
跡
は

見
出
せ
な
い
・
五
三
四
条
の
ほ
う
は
、
中
国
の
諸
法
令
の
な
か
に
こ
れ
と
対
応
す
る
規

定
を
ま
だ
見
付
け
ら
れ
な
い
。
い
ま
は
国
朝
刑
律
が
独
自
に
創
出
し
た
規
定
と
し
て

お
こ
、
フ
。

（
羽
）
「
停
止
」
な
る
語
は
、
す
で
に
唐
律
疏
議
、
巻
二
六
、
雑
律
、
博
戯
賭
財
物
の
条
な
ど

に
み
え
、
国
朝
刑
律
で
は
、
二
六
三
条
（
軍
政
章
）
、
二
八
五
条
（
戸
婚
章
）
、
四
五
五

条
（
盗
賊
章
）
な
ど
で
使
わ
れ
た
。
犯
人
を
か
く
ま
う
、
犯
人
に
隠
れ
家
を
提
供
す
る
、

の
意
で
あ
る
。

（
別
）
「
原
知
盗
」
に
対
す
る
諸
家
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
詞
昌
目
ｏ
ａ
ｐ
堅
○
吊
巨
》
９
．
皇
・
》

圏
壗
両
○
・
旨
》
乞
巨
．
ｇ
と
匿
函
二
勺
宮
口
函
昌
○
き
ゞ
８
．
ミ
・
》
貢
』
詮
‐
屋
卸

ｏ
四
ｏ
ｚ
堅
Ｃ
愚
眉
》
８
．
ミ
・
》
貢
』
ご
』
四
・
ｚ
唱
扇
。
ｚ
沼
。
国
昌
》
ｓ
・
曼
・
も
』
認

参
照
。国

朝
刑
律
に
お
け
る
い
ま
一
つ
の
「
原
知
盗
」
の
用
例
は
、
四
四
六
条
（
盗
賊
章
）

の
「
諸
盗
鶏
豚
禾
穀
、
以
麗
徒
論
、
依
輕
重
、
倍
償
壹
分
、
女
犯
論
減
、
原
知
盗
者
、

以
盗
論
」
で
あ
る
。
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ブ
イ
氏
が
言
及
し
た
よ
う
に
、
国
朝
刑
律
に

は
、
「
原
」
を
付
し
た
用
例
と
し
て
、
「
原
徒
」
（
名
例
章
、
二
二
条
）
、
「
原
將
」
（
違
制

章
、
一
七
一
条
）
、
「
原
殺
人
」
（
盗
賊
章
、
四
二
五
条
）
が
あ
る
。

盗
犯
に
関
す
る
付
け
足
し
だ
が
、
盗
犯
で
物
証
の
な
い
場
合
に
は
、
天
南
余
暇
集
、
条

律
、
洪
徳
十
年
、
盗
窃
衆
所
共
知
に
、
「
一
、
盗
寵
之
人
、
錐
無
嘉
鰄
跡
、
衆
所
共
知
、

許
本
肚
郷
人
、
連
名
捉
呈
虚
罪
、
或
因
發
怨
へ
結
立
証
、
使
傾
陥
良
善
、
以
其
罪
坐
之
」

と
あ
る
よ
う
に
、
衆
の
共
知
す
る
盗
犯
で
あ
れ
ば
、
そ
の
社
郷
の
人
が
連
名
で
犯
人
を

捕
え
て
突
き
出
し
、
罪
に
処
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
興
味
深
い
規
定
で

辛
く
坪
ラ
ハ
》
。

（
皿
）
雑
律
章
「
諸
牧
養
官
畜
産
、
而
隠
匿
及
韓
責
者
、
以
盗
官
物
論
験
不
實
者
、
麗
壹
資
、

償
入
参
分
之
壹
」
（
五
七
八
条
）
。

国
朝
刑
律
の
賠
償
金
（
片
倉
穰
）

断
獄
章
「
諸
追
勾
監
縁
取
人
家
財
物
、
輕
者
麗
参
資
、
重
者
徒
槁
丁
、
致
破
崖
者
、
徒

種
田
兵
、
閨
肚
破
壊
者
、
以
流
死
論
、
並
倍
償
壹
分
、
即
無
本
司
印
帖
、
而
檀
行
追
勾

者
、
麗
試
資
、
無
罪
者
、
麗
参
資
、
縁
取
財
物
及
致
破
産
者
、
並
加
有
帖
試
等
、
即
於

（
縁
）

勾
帖
指
名
外
妄
追
勾
、
若
破
取
財
物
及
致
破
産
者
、
罪
並
如
之
、
獄
橡
行
帖
指
名
不

如
法
、
徒
槁
丁
、
獄
官
失
覺
、
論
罰
へ
故
縦
者
、
杖
麗
、
監
獄
官
故
縦
分
財
者
、
以
麗

論
、
償
入
三
分
之
壹
、
閨
吐
破
壊
而
祗
官
不
鋤
告
、
以
知
情
論
」
（
七
○
四
条
）
。

（
躯
）
「
家
産
没
官
」
’
五
一
条
（
衛
禁
章
）
。
「
家
産
並
没
官
」
’
一
三
三
条
（
違
制
章
）
。
「
没

其
田
土
」
’
二
六
四
条
（
軍
政
章
）
。
「
田
産
入
官
」
’
四
二
六
条
（
盗
賊
章
）
。
「
田
産

没
官
」
’
四
三
○
条
（
盗
賊
章
）
、
四
三
一
条
（
同
章
）
。
「
妻
子
田
崖
没
官
」
’
二
四

四
条
（
軍
政
章
）
。
「
妻
子
田
産
並
没
官
」
’
四
二
条
（
盗
賊
章
）
、
四
一
二
条
（
同

章
）
。
「
其
妻
子
田
産
没
官
」
’
六
五
三
条
（
捕
亡
章
）
。
「
田
産
還
夫
」
’
四
○
一
条
（
姦

通
章
）
。
「
田
産
還
夫
主
」
’
四
○
七
条
（
姦
通
章
）
。
「
田
崖
並
還
夫
」
’
四
八
一
条
（
闘

訟
章
）
。
「
身
及
家
産
還
夫
」
’
三
一
二
条
（
戸
婚
章
）
。
他
に
、
田
産
を
死
者
の
家
や

、
王
者
の
家
に
帰
属
せ
し
め
る
形
式
と
し
て
、
「
田
産
還
被
死
者
家
」
’
四
○
三
条
（
姦

通
章
）
。
「
田
産
還
死
者
家
」
’
四
一
八
条
（
盗
賊
章
）
。
「
田
産
還
被
殺
人
者
妻
子
」
’

四
二
○
条
（
盗
賊
章
）
。
「
田
産
還
主
者
家
」
’
四
二
八
条
（
盗
賊
章
）
な
ど
が
あ
る
。

前
記
の
う
ち
、
官
私
の
財
物
侵
害
に
対
す
る
財
産
没
収
の
例
は
、
四
二
六
、
四
三
○
、

四
三
一
の
各
条
で
あ
る
。

（
羽
）
二
九
二
条
と
同
趣
旨
の
条
文
は
、
唐
律
疏
議
、
巻
一
二
、
戸
婚
卑
幼
私
柳
用
財
「
諸

同
居
卑
幼
私
釧
用
財
者
、
十
匹
答
十
、
十
匹
加
一
等
、
罪
止
杖
一
百
、
即
同
居
應
分
、

不
均
平
者
、
計
所
侵
、
坐
鰄
論
、
減
三
等
」
で
あ
り
、
明
律
、
巻
四
、
戸
律
、
戸
役
、

卑
幼
私
檀
用
財
の
条
に
も
、
こ
れ
と
類
似
の
規
定
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

条
文
と
唐
明
律
を
比
べ
る
と
、
形
式
と
量
刑
に
違
い
が
あ
る
。
国
朝
刑
律
の
本
条
文
の

末
尾
に
は
「
検
察
」
と
い
う
二
字
が
読
め
る
が
、
こ
れ
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
三
七
七
と

三
七
八
の
両
条
は
、
唐
明
律
に
は
見
出
せ
な
い
。
後
条
の
「
答
伍
拾
」
は
、
黎
朝
刑
律

に
「
男
杖
五
十
」
、
歴
朝
憲
章
類
誌
の
刑
律
誌
に
「
杖
六
十
」
と
書
か
れ
た
が
、
一
般

に
麗
二
資
に
対
応
す
る
の
は
杖
六
○
で
あ
る
か
ら
、
刑
律
誌
の
記
載
が
正
確
な
の
か

も
し
れ
な
い
・
四
三
九
と
四
四
○
の
両
条
は
、
唐
明
律
に
各
々
の
原
型
を
見
付
け
る
こ

一
一
一




